


�������

行政������������ � � � � 行 政

��  ��

ニーズに合わせて自由に使える７教材 

認知症サポーター 

ステップアップ講座 教材  

俳優らによる魅力的な動画教材 

 認知症の人への接し方、道に迷っている高

齢者への対応方法など、わかりやすく親しみや

すい動画教材を随所に使用。 

 「良い例」と「悪い例」のストーリーをそれぞれ

見ることにより、対応方法の工夫で反応が劇

的に変化する様子を学習。 

 各動画は、すべて企画・制作者らの実体験

に基づいていおり、また舞台俳優らの出演・演

出により、とてもリアルで感情も伝わりやすい。 

 認知症カフェや、グループホームでのボラン

ティア活動を希望する認知症サポーターのス

テップアップ研修はもちろん、徘徊対応や認知

症の人を支えるための地域学習会の教材とし

ても最適な視聴覚教材。 

「認知症施策推進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域

づくりに向けて～」（新オレンジプラン） に基づく教材開発事業 

平成２９年６月 USBメモリにて県内各市町村に配布（予定） 

認知症が強く疑われる高齢女性、「あとは一人で帰れま

す」と言うが、このまま別れてしまって大丈夫？！ 

電話: ０２７(２３５)１２１１（代表） 

FAX: ０２７（２３５）２５０１（代表） 

 

〒３７１-００５２ 前橋市上沖町３２３-１ 

群馬県健康福祉部地域包括ケア推進室 

企画・制作： 群馬県立県民健康科学大学 

         地域連携センター ・ 看護学部 

 教材の利用には、Power Point（2013 以

降を推奨）が使用可能なPCと、動画音声用

の音響装置（イヤホンジャックとスピー

カーシステムを接続するなど）が必要で

す。 

企画・制作： 群馬県立県民健康科学大学 

         地域連携センター ・ 看護学部 
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● 県立病院連携事業
● 健康福祉政策事業   
● 教育普及事業
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● 地域連携推進事業       
● 健康寿命延伸プロジェクト
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平成30年度　地域貢献活動報告書の発刊にあたって

　本学の地域連携センターは、県立の保健医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果などを、県
民をはじめ広く関係機関、医療従事者、行政などに対して還元することを通して、県民の保健・医療・福祉の
向上に寄与することを目的として設置し、７年間を経過いたしました。その間、関係者の皆様には、地域連携
センター事業の発展のために、ご支援とご協力を賜り心から深く感謝申し上げます。
　平成 30 年度地域連携センター事業につきましては、主要９事業に対して積極的な取り組みを展開いたしま
した。
　「看護学教員養成課程」は、厚生労働省による専任教員養成講習会の認定を受け、本学の独自なカリキュラ
ムに基づき、大学の人的、物的資源を最大限に活用した教育を実施いたしました。
　「県立病院連携事業」は、県立４病院の看護部門及び診療放射線部門が抱える課題解決に向けて４病院共通
及び各病院におけるテーマに基づき、本学教員と病院との協働による取り組みを行いました。
　「看護職研究支援事業」は、県内の看護職者を対象として研究セミナーを開催し、セミナー受講後の新規及
び継続グループの希望者に対して、看護研究個別支援を 10か月間に渡って実施いたしました。
　「放射線教育・研修事業」は、本学のＭＲＩ装置を活用し、診療放射技師の撮像技術の向上を目指した研修
会や群馬ＭＲ研究会への支援、他施設との共同研究に取り組みました。診療放射線技師の業務拡大に伴い、群
馬県診療放射線技師会が開催する講習会へ講師の派遣を行いました。また、国際化研究支援事業では、国際学
会における研究発表のための講演会及び研究発表を行いました。
　「教育普及事業」は、公開講座、出前講座、公開授業に取り組み、出前講座では、県民を対象として実施し、
参加者は 6,444 名となりました。
　「地域連携推進事業」は、Newsletter や地域貢献活動報告書、地域連携センター事業のリーフレットを作成し、
県民や関係機関への情報発信を行いました。また、「健康福祉政策事業」では、開発した認知症サポーター・ステッ
プアップ講座教材を学会等において紹介し、全国への普及活動に取り組みました。
　「健康寿命延伸プロジェクト」は、県健康福祉部保健予防課との協働による健康寿命延伸シンポジウムの開催、
「元気に動こう・歩こうプロジェクト」に係るキックオフフォーラムの開催、榛東村に対する小規模町村支援
事業、館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業、大学周辺地域における高齢者サロンへの協力、小中学生保
護者向けの生活習慣改善のための健康教育教材の開発、県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進
効果検証事業、ぐんま元気エクステンションセミナーの開催に取り組みました。
　以上のように、本学の地域連携センター事業は、年々活動を拡大し、着実に成果を積み重ねてきております。
今後とも地域貢献活動の一層の推進に向けて地域社会との交流を図り、ともに発展することを目指して活動を
進めて参ります。引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　令和元年 10月　　

地域連携センター長　齋藤　基　
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Ⅰ　地域連携センターの活動



Ⅰ‐１．群馬県立県民健康科学大学　地域連携センター概要

１）設置概要
　本学はこれまで、看護師、保健師及び診療放射線技師の養成校として、臨床現場で活躍できる多くの医療専門職を育成する
ことで、地域の医療水準及び県民の健康水準の向上に貢献してきました。そのような中、平成１９年の学校教育法の改正等に
より、「社会貢献」が「教育」、「研究」に次ぐ大学の第３の役割に位置づけられたことを踏まえ、本学においても、これまで以
上に地域貢献を推進するため、平成２４年４月に大学附属機関として、地域連携センターを設置しました。
　本学地域連携センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果等を、県民をはじめ、広く教育機関、
医療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民の保健、医療及び福祉の向上に寄与することを目的として、
地域貢献に関する各種事業に取り組みます。

■地域連携センター運営会議構成員一覧
区　　分 氏名

委員長 地域連携センター長、健康寿命延伸プロジェクト 齋 藤 　 基

副委員長
地域連携副センター長 松 田　 安 弘
地域連携副センター長 小 倉　 明 夫 

委員

看護学部長 巴 山　 玉 蓮 
診療放射線学部長 柏 倉　 健 一 
看護学教員養成課程 高 橋　 裕 子 
県立病院連携事業（看護学部）、健康福祉政策事業 横 山　 京 子
県立病院連携事業（診療放射線学部） 上 原　 真 澄 
看護職研究支援事業 中 西　 陽 子 
放射線教育・研修事業　放射線治療講習会事業 佐々木　浩二 
放射線教育・研修事業　診療放射線CT・MRI 研究会事業 林 　 則 夫
放射線教育・研修事業　診療放射線技師継続教育等事業 小 倉　 明 夫 
放射線教育・研修事業　群馬県診療放射線技師会講習支援事業 五 十 嵐　 博 
放射線教育・研修事業　国際化研究支援事業 小 倉　 敏 裕
放射線測定協力事業 杉 野　 雅 人 
教育普及事業 青 木　 武 生
地域連携推進事業 行 田　 智 子 
事務局 野 口　 一 幸
（県健康福祉部健康福祉課） 武 藤　 幸 夫 
（学外有識者：県看護協会） 荻 原　 京 子 
（学外有識者：県診療放射線技師会） 後 閑　 隆 之 
（学外有識者：県医師会） 下 城　 茂 雄
（学外有識者：県立心臓血管センター） 内 藤　 滋 人 
（学外有識者：県立伊勢崎高等学校） 原 　 和 則
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２）事業概要
事　業　名 事　業　概　要

１看護学教員養成課程
P.4～5

看護師養成教育機関の看護学教員や臨床現場で教育的役割を担う教育担当者を対象とし、
看護基礎教育に携わる教育者としての役割を遂行するために必要な知識・技術を教授する。
大学主体で看護基礎教育に携わる教育者の教育実践能力の維持向上を図る。

２県立病院連携事業
P.6～7

県病院局総務課、県立４病院（心臓血管センター、がんセンター、精神医療センター、小
児医療センター）と本学で、４病院が抱える課題、たとえば人材育成等について、その解
決に向けた連携事業を継続して、組織レベルで展開する。

３看護職研究支援事業
P.8～9

県内の病院、行政機関、健診機関、訪問看護ステーション、福祉施設、事業所等に所属
する看護師、保健師、助産師を対象に、看護研究を実施する際に必要な研究の基礎的知識
を習得するための看護研究セミナーと、研究テーマに沿って看護研究の一連の過程を本学
教員が支援する看護研究個別支援を実施し、県内の看護職者の研究活動を支援することで、
研究能力の向上と県民の健康の保持・増進に寄与する研究成果の産出を図る。

４放射線教育・研修事業
P.10～18

（１）放射線治療講習会
がんプロフェッショナル基盤養成プランの一つとして、筑波大学を中心に取り組んでいる

「関東がん専門医療人養成拠点」事業に沿って、放射線治療教育プログラムのセミナーを開
催する。これを通じて、治療技術の普及や向上とともに、がんの早期発見に繋がる検診へ
の関心を高める。

（2）診療放射線CT・MRI 研究会事業
県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像診断検査の向

上・発展を目的とする研究の推進と発表に必要な方法を討論する研究会を実施する。

（３）診療放射線技師継続教育等事業
県内診療放射線技師の撮像技術向上事業として、「MRI 専門技術者」資格の取得を視野に

入れた講習会等を開催するほか、MRI を用いた共同研究と研修会を実施する。これらにより、
診療放射線技師が最新の知識・技術を習得できるようにし、がん等の疾病の早期発見の機
会の増加を図る。

（４）群馬県診療放射線技師会講習支援事業
診療放射線技師の業務拡大に伴い、群馬県診療放射線技師会で行われる注腸造影検査お

よび静脈注射（針刺しを除く）に関する講習会へ講師の派遣を行い、地域の診療放射線技
師の技術向上に貢献する。

（５）国際化研究支援事業
県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際学会発表を目的とした講習会等を実施

する。

５放射線測定協力事業
P.19

放射線測定に関する助言・指導、測定値の解釈・評価、対策の立案・実施に関する助言
等を通じて、県民に安全・安心の提供を図る。

６教育普及事業
P.20～25 県民向けの公開講座、出前講座及び公開授業等を行い、地域貢献活動を積極的に行う。

７地域連携推進事業
P.26～35

地域連携センター Newsletter や地域貢献活動報告書を発行し、本センターの活動を広く
県民に周知するとともに、ボランティア活動の活性化を図る。また、共愛学園前橋国際大学
COC+「C3GP」の協力校として活動する。さらに、文部科学省課題解決型高度医療人材養
成プログラムとして群馬大学が実施する「群馬一丸で育てる地域完結型看護リーダー事業」
への協力など 、地域に根ざした取り組みを行う。

８健康福祉政策事業
P.36～37

健康福祉政策事業では、群馬県健康福祉部との情報交換会継続と、マッチングした事業
の展開を図る。

９健康寿命延伸プロジェクト
P.38～41

平成２８年度政策プレゼン「健康寿命延伸プロジェクトⅡ－ぐんまエクステンションプラ
ン」を展開するため、健康福祉部保健予防課と協働し、「健康寿命延伸シンポジウム」及び「小
規模市町村支援事業（榛東村）」、「ぐんま元気エクステンションセミナー」などに取り組む。
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Ⅰ‐２．事業報告

看護学教員養成課程
担当者　看護学部　◎高橋（裕）講師、松田教授、山下教授、服部准教授、河内講師

事業目的・内容
　県内および県外の看護師養成教育機関の看護学教員や臨床現場で教育的役割を担う教育担当者を対象とし、看護基礎教育に
携わる教育者としての役割を遂行するために必要な知識及び技術を教授する。
　本課程は、群馬県との委託契約に基づき､ 大学の企画・運営により看護学教育に携わる人材の育成に関わる事業として取り
組んでいる。また、看護学教員の教育実践能力の維持向上に向け、継続的に学び続けられるような体制づくりに努める。

実施結果
（１）カリキュラム、授業計画に沿った授業の実施

①実施授業科目20科目（基礎分野５科目、専門科目15科目）
②総カリキュラム時間数：885時間
③教育実習
　看護学教育授業展開論Ⅱ（講義）・看護学教育授業展開論Ⅳ（実習）
　実施期間：平成30年 10月 15日（月）～11月 30日（金）
　本学、および県内看護師養成教育機関において実施

（２）公開授業
①看護学教育授業展開論Ⅱ（講義）
　日程：平成30年７月 26日（木）、27日（金）：参加者26名
②看護学教育研究Ⅰ
　日程：平成31年 1月 8日（火）：参加者4名
③看護学教育授業展開論Ⅲ（演習）
　日程：平成31年２月 21日（木）：参加者23名

（３）平成30年度看護学教員養成課程修了式
日程：平成31年３月 25日（月）　修了生：16名
修了後は、看護師養成教育機関の教員または病院の教育担当者とし
て勤務

（４）厚生労働省「教育訓練給付金制度（一般教育訓練）」指定講座認定
→　該当者３名

（５）平成31年度看護学教員養成課程学生募集（募集定員20名）
①本学ホームページおよび上毛新聞に課程生募集の案内掲載
②�看護学教員養成課程の紹介パンフレットを作成し、関東甲信越・
東北地方の３年課程看護師養成教育機関へ課程生募集の案内送付
③入学者選抜試験：第１回　平成30年 12月 18日（火）
　　　　　　　　　→出願者：10名　合格者：10名
　　　　　　　　　　入学手続者：10名
　　　　　　　　　第２回　平成31年２月 19日（火）
　　　　　　　　　→出願者：4名　合格者：4名　入学手続者：4名

看護学教育授業展開論Ⅱ（講義）

看護学教育授業展開論Ⅲ（演習）
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事業成果・効果
　本課程は、大学の学習環境を最大限に活用し、学部教育との連携を図りながら授業を提供している。課程生は、本課程独自
のカリキュラムに基づき、学習した知識と教育実践とのつながりを持ちながら、１年間学習することを通して、教育実践に必
要な能力を修得している。修了後は、看護学教員や病院の教育担当者として自信をもって活躍している。修了生や県内看護専
門学校教員への公開授業の開催は、看護学教員が継続してスキルアップをするための機会となった。これらを通し、群馬県の
看護基礎教育の質向上に貢献している。

事業の課題及び改善の方向性
　入学者確保に向けて、学生募集活動を強化しているが、近県の講習会開催の影響もあり、欠員が生じている。次年度は、課
程の説明会開催等、本課程の理解につながる活動を強化していく。さらに、課程生がより学習しやすいようにカリキュラム内容、
学習方法等について検討することにより、看護学教員養成課程事業の推進を図る。
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Ⅰ‐２．事業報告

県立病院連携事業
担当者　看護学部　◎横山教授、廣瀬准教授、龍野准教授、富永講師
	 診療放射線学部　◎上原教授、渡部准教授

事業目的・内容
　４病院が抱える課題について、県立４病院（心臓血管センター、がんセンター、精神医療センター、小児医療センター）と
本学とが協働して、その解決に向けた連携事業を継続して展開する。

実施結果
＜看護部門＞
（１）４病院共通

・平成30年度連携事業打ち合わせ会議
・日　時：平成30年７月 11日（水）
・出席者：北爪看護人材支援専門官、横山教授
・内　容：�①「群馬県立病院看護職者の学習ニード・教育ニード診断結果に基づく教育プログラムの評価と再構築」をテー

マに取り組むことを確認
　　　　　②今年度の活動方針および情報共有の必要性を確認

（２）小児医療センター
・テーマ：先輩看護職全員による新人看護職教育への参加
・講　師：富永明子講師
・実施状況：
　平成30年７月 13日（金）：プリセプターフォローアップ研修①
　　参加者：プリセプター15名、指導者５名、教育担当師長１名
　平成30年 10月 12日（金）：プリセプターフォローアップ研修②
　　参加者：プリセプター15名：指導者５名、教育担当師長１名
　平成31年２月 27日（水）：プリセプターフォローアップ研修③
　　参加者：プリセプター15名、指導者５名、教育担当師長１名
　平成31年３月４日（月）：プリセプター研修④
　　参加者：次年度プリセプター予定者20名、指導者５名、教育担当師長１名

＜診療放射線部門＞
　県立病院へのニーズ調査、大学教員とのマッチング及び来年度の実施に向けた打合せ会議等を適宜実施する予定であったが、
今年度は各病院からの具体的な要望がなかったため実施に至らなかった。
県立病院連携事業の県内病院への事業拡大のための準備・試行等を行った。テストケースとして県内民間病院への備品の貸し
出しを12件実施した。
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事業成果・効果
＜看護部門＞
　４病院共通課題の事業は今年度の目標を達成し、診断結果に基づく教育プログラムを検討するとともに、「マネジメントラダー
に基づく研修プログラム立案」に向けた分析を実施した。各病院の看護部長をリーダーとする各プロジェクトチームと看護人
材支援専門官が主体となり、ほとんどの計画を遂行出来た。本学教員は、情報を共有し相談に応じる役割を担った。

＜診療放射線部門＞
　備品貸し出しは、県内民間病院等への備品の貸し出しを実施した。県内病院２施設、県外病院１施設、県内団体１団体の計
４施設に、12件貸出を行った。昨年に比べ貸出施設、件数ともに大幅な伸びを示し、県内民間病院のこの分野での需要はかな
りあることが認識できた。

事業の課題及び改善の方向性
＜看護部門＞
　平成 29年度より４病院共通の新規事業が発足した。調査結果に基づく根拠のある教育プログラムを再構築でき、そのプロ
グラムにより看護職の教育を進めることができれば、看護の質が向上し、県民に質の高い看護を提供することに繋がる。平成
31年度は、過去の４病院共通事業にて検討したマネジメントラダー等のレベルに基づく研修プログラムの再構築に取り組み、
県立病院共通の教育プログラムの課題解決に繋げていくことが課題である。
　新人看護職の指導的立場にある看護職者の教育的支援に対する意識は高まりつつある。プリセプターのみならず、様々な立
場の人々に資する情報や学習機会の提供及びコンサルテーションは、継続して実施していく。

＜診療放射線部門＞
　平成 30年度に実施した事業について、引き続き取り組む。事業効果を最大限に得るために県立病院と密に連絡を取り合い
ながら事業を進めていく必要がある。また、備品貸し出しについては、県内民間病院への適応拡大に向けた準備と試行を引き
続き実施していきたいと考える。
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Ⅰ‐２．事業報告

看護職研究支援事業
担当者　看護学部　◎�中西教授、飯田准教授、松嶋准教授、橋本講師、木村講師、浅見講師、清塚助教

事業目的・内容
　県内の病院、行政機関、健診機関、訪問看護ステーション、福祉施設、事業所等に所属する看護師、保健師、助産師を対象に、
看護研究を実施する際に必要な研究の基礎的知識を習得するための看護研究セミナーと、研究テーマに沿って看護研究の一連
の過程を本学教員が支援する看護研究個別支援を実施し、県内の看護職者の研究活動を支援することで、研究能力の向上と県
民の健康の保持・増進に寄与する研究成果の産出を図る。

実施結果
（１）看護研究セミナーの実施

・第１回講義「看護研究計画書の作成」（木村講師）
・第２回講義「看護研究における倫理と手続き」（飯田准教授）
・第３回講義・演習「看護研究のための文献検索と文献検討」（佐藤講師）

（２）看護研究個別支援の実施
・10の研究課題に対して、支援担当教員を各１名及び２名配置し、10ヶ月間の研究個別支援を行った。

（３）看護研究個別支援（継続）の実施
・�平成 29年度に個別支援を行った 11グループのうち、継続支援の希望があった６グループに対し、各支援担当教員が
継続して研究個別支援を行った。

（４）研究成果報告会の開催
・�平成 28年度及び平成 29年度の個別支援・継続支援を受けた対象者及びグループの中から３つのグループの研究成果
と活動プロセスについての報告会を実施した。

事業成果・効果
（１）�看護研究セミナーは、平成 30年４月 21日及び５月 12日に開催した。各セミナーの定員 40名に対し、過去最高とな

る１回目 68名、２回目 64名、３回目 61名の応募があった。参加率は、１回目は 94.4％、２回目は 92.8％、３回目
は88.4％であり、本事業への受講者の期待が感じられた。受講後のアンケート結果からも、各セミナーへの満足度が高く、
セミナーの内容に関しても充実した内容であったとの評価が窺えた。これらの評価から、県内看護職者の看護研究への関
心及び研究スキルの基礎的能力向上につながった。

（２）�看護研究個別支援は、看護研究セミナーの全てを受講した者の中で、研究課題を持ち、個別支援を希望する個人及び小グ
ループを再度募集し、申請のあった 13グループの研究テーマと指導教員とのマッチングを行い、その結果、10グルー
プに対して個別支援を行った。内訳は、県内病院（県立１病院、その他２病院、）及び事業所から申請があった10グルー
プであった。支援教員の個別指導のもと、各施設に就業する看護職者が各々の施設での看護実践の中で抱える問題に着目
した研究課題を明確にし、10ヶ月間にわたり研究活動を進めた。1グループあたり複数回の支援教員の直接指導を行い、
その成果をまとめている。成果の公表として、院内研究発表会での発表、次年度の県内学会、国内学会への成果発表を予
定している。これらの成果は、看護の質の向上に直結し、県民の保健医療福祉の充実の一端を担うことに貢献する。

（３）�また、昨年度の個別支援グループの中から、希望するグループに対する継続個別支援を実施した。昨年度の個別支援の
11グループのうち、６グループが継続個別支援の申請を行い、研究のまとめや院内発表、学会発表に向けて、研究活動
を継続した。
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（４）�昨年度に引き続き、研究成果報告会を開催した。平成 28年度の個別支援・継続支援を受けた対象者及びグループの中か
ら３つのグループ（療養所１グループ、病院２グループ）の研究成果と活動プロセスについての報告会を実施した。参加
者の中には、看護研究セミナーの受講者 25名が参加し、過去の受講者の研究成果及び研究活動のプロセスの実際を聞く
ことにより、研究個別支援につなげる動機づけとなった。

事業の課題及び改善の方向性
　本事業は、受講者が主体的に研究活動に取り組むことを前提に研究支援を行っているが、研究の進度や取り組みにグループ
差が大きい。今後、受講者の主体的取り組みの促進について検討する必要がある。
　また、今年度も昨年度に引き続き、個別支援を受けた対象及びグループの中から、研究活動のプロセスとその成果を発表す
る場を設けた。過去の受講者の果発表が次の個別支援受講者の主体的取り組みへの動機づけにつながり、今後も継続して行う
予定である。
　今後も本事業を通して、県内看護職者の研究活動の促進を支援していきたいと考える。
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Ⅰ‐２．事業報告

放射線教育・研修事業（放射線治療講習会）
担当者　診療放射線学部　◎佐々木教授、大野准教授、五十嵐准教授

事業目的・内容
　「多様な新ニーズに対応するがん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン」に選定された、筑波大学を中心とし
た 13大学による「関東がん専門医療人養成拠点」事業に沿って、放射線治療教育プログラムのセミナーを開催した。これを
通じて、放射線治療技術の普及や向上とともに、がんの早期発見に繋がる検診への関心を高めた。

実施結果
（１）「関東がん専門医療人養成拠点」事業への参画

①第１回「医学物理学講演会」
　開催日：平成30年 11月 10日
　開催場所：本学　第21講義室
　参加者：県内外の診療放射線技師、医学物理士、機器開発者（69名）
　内容：児がんの放射線治療技術，放射線治療技術に関する最近の話題
　　　　�小児のがん放射線治療技術について学び、企業における放射線技術者の経験、サイバーナイフによる高精度放射

線治療、法令改正への対応など興味深い内容が多く、知識の再構築に有用と好評であった。
②第２回「医学物理学講習会」PHITS 講習会
　開催日：平成31年２月２日～３日
　開催場所：本学　多目的ホール
　参加者：大学、研究機関、医療機関や企業の技術者、学生（35名）
　内容：�汎用的な放射線輸送計算コード PHITS の実習形式講習会を開催した。今後地域の施設において研究や開発に生

かされることが期待される。
③「群馬放射線治療技術研究会」を後援
　開催日：平成31年３月 23日
　開催場所：前橋赤十字病院　講堂
　参加者：県内外の診療放射線技師、医学物理士（50名）
　内容：�群馬放射線治療技術研究会を後援した。講義と座談会を取り入れた研究会で、DIR の基礎および患者固定具の検

討が行われた。導入されて間もない最新の放射線治療装置の見学会も行われた。

事業成果・効果
　群馬県内のみならず広域で放射線治療に携わる診療放射線技師、医学物理士および開発者が、講演会における知識の吸収と
ディスカッションを通して、普遍的な放射線治療技術に基づいた最新の技術を知る機会を提供した。本年度は、がんプロフェッ
ショナル基盤養成プランに沿って小児がんの放射線治療技術について学び、最近の放射線治療に関わるトピックスから、臨床
応用､法令までの幅広い知識の共有ができた。研究者・技術者，学生に資する PHITS 講習会を開催し、基礎から応用までを学び、
研究や開発への応用が期待される。また、群馬放射線技術研究会を後援し、臨床現場においてすぐに応用できる技術と知識を
習得し、問題解決能力の向上に資する内容であった。放射線治療技術の向上は、群馬県で治療を受ける患者の利益につながる
活動である。
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事業の課題及び改善の方向性
　放射線治療に携わる医療従事者の育成については、群馬県がん対策推進条例においても明記されており、専門的な医療従事
者の質的向上を図る必要がある。
　今後も、「関東がん専門医療人養成拠点」事業への参画や、本学独自のセミナーの開催等を通じ、放射線技術系の基礎教育や
継続教育に取り組んでいく。
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Ⅰ‐２．事業報告

放射線教育・研修事業（診療放射線技師CT・MRI 研究会事業）
担当者　診療放射線学部　◎林准教授、小倉（明）教授、渡部准教授

事業目的・内容
　県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像診断検査の向上・発展を目的とする研究の推進と
発信に必要な方法を討論する研究会を実施する。これらにより、診療放射線技師の発展的な研究を支援し、大学院への進学や
臨床研究の推進を導く。さらに臨床研究の推進により医療機関における医療技術の向上や高度医療の提供による県民への医療
サービス向上を目指す。

実施結果
（１）第12回健科大CT・MRI 研究会の開催

日時：平成30年 4月 18日、開催場所：本学　第11演習室、参加人数：18名
内容：�平成 30年 4月に開催された JRC2018（横浜）の学会報告，参加者の医療機関における臨床研究相談とその討議

（２）第13回健科大CT・MRI 研究会の開催
日時：平成30年 7月 19日、開催場所：本学　第11演習室、参加人数：20名
内容：�平成 30年 9月に開催された日本放射線技師会学術大会（下関）の予行演習会及び参加者施設からの研究発表およ

び討議
（３）第14回健科大CT・MRI 研究会の開催

日時：平成31年 1月 17日、開催場所：本学　第11演習室、参加人数：14名
内容：�参加者施設からの研究発表および討議

事業成果・効果
　県内の医療施設からの臨床研究発表に対して発表方法やスライドの作成方法などの討論を行うことで、医療施設の発表者が
研究成果をわかりやすく発表する方法を習得した。その結果、発表する学会先で研究機関からの発表とそん色のない素晴らし
い発表を行うことができた。またこのうち数施設においては、論文投稿に向けて現在、研究支援を継続している。

事業の課題及び改善の方向性
　大学病院などのように研究指導者がいる病院では、当たり前の臨床研究の方法や助言を受けられない医療機関において、臨
床研究を推進するために本事業により有意義な研究討論を重ねることができたと考える。これにより、県内の先端画像診断技
術を他県や他施設に広くアピールすることができ、群馬県の医療技術の高さを広報できるとともに、研究遂行により各医療機
関において技術向上がさらに図られる環境が整備できたと考える。
　本事業で支援した臨床研究が学術雑誌に掲載されたとともに、学会発表の予演会の役割も果たし、より良い学術発表並びに
今後の臨床研究の継続に寄与できた。
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放射線教育・研修事業（診療放射線技師継続教育等事業）
担当者　診療放射線学部　◎小倉（明）教授、大野准教授、林准教授

事業目的・内容
　診療放射線技師の撮像技術向上事業として、「MRI 用ファントム作成」講習会等を開催するほか、MRI を用いた共同研究と
研修会を実施する。これらにより、診療放射線技師が最新の知識・技術を習得できるようにし、がん等の疾病の早期発見の機
会の増加を図る。

実施結果
（1）本学MRI 装置を用いたMRI 講習会の開催

実 施 日 :平成 30年 10月 27・28日
開催場所 :本学　MRI 室、第 1講義室、基礎実験室
参加者数 :診療放射線技師9名
講習内容 :MRI 用ファントム作成に関する講義および演習

（2）群馬MR研究会への支援
実 施 日 :平成 30年 5月 16日
　　　　:平成 30年 6月 20日
　　　　:平成 30年 7月 18日
　　　　:平成 30年 9月 19日
　　　　:平成 30年 10月 17日
　　　　:平成 30年 11月 21日
　　　　:平成 31年 2月 20日
　　　　:平成 31年 3月 11日
開催場所 :本学　多目的ホール
支援内容 :開催場所の提供と講師の派遣

（3）CT・MRI に関する他施設との共同研究の実施
①施 設 名 :伊勢崎市民病院
　研究内容 :�Dual Flip Angle (DFA) 法、MOLLI 法と IR-SE 法での T1値の比較
　研究報告 :第 46回日本放射線技術学会秋季学術大会発表
②施 設 名 :�伊勢崎市民病院
　研究内容 :�Optimization of Imaging Parameters for Use in Medical Imaging Using the Deep Learning Technique
　研究報告 :�104thRSNA2018で発表
③施 設 名 :�群馬大学
　研究内容 :�The Yellow Scale Is Superior to the Gray Scale for Detecting AcuteIschemic Stroke on a Monitor 

Display in Computed Tomography.
　研究報告 :�ECR2019で発表

MRI 講習会
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Ⅰ‐２．事業報告

事業成果・効果
　MRI に関する研究を行うには、研究目的に合致したファントムを使用する必要があるが、市販されているものは非常に少ない。
本講習会では、ファントムを自作するためのデザインや方法論について演習を行いながら実施した。参加者からは非常に好評
であった。これらは臨床MRI 検査に関する基礎的知識の習得となり、県民の健康に還元される。また、県内外との診療放射線
技師の交流・情報交換の機会となり、医療安全等に関する情報など、さらなる医療サービスへの向上に繋がる。

事業の課題及び改善の方向性
　昨年まではMRI 認定試験の対策についての講習会を開催していたが、この講習会も継続希望が多くあった。今回の講習会も
有意義であることから、今後併催あるいは選択的に開催を考慮する。いずれにしても、県内外の診療放射線技師の継続教育に
取り組むとともに、教育・研究機関としてMRI を導入した優位な環境を生かし、共同研究等も進める。
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放射線教育・研修事業（群馬県診療放射線技師会講習支援事業）
担当者　診療放射線学部　◎五十嵐准教授

事業目的・内容
　診療放射線技師の業務拡大に伴い、群馬県診療放射線技師会で行われる注腸造影検査および静脈注射（針刺しを除く）に関
する講習会（業務拡大に伴う統一講習会）へ講師の派遣を行い、地域の診療放射線技師の技術向上に貢献する。また、関連の
講習事業についても開催支援を行い、診療放射線技師のさらなる知識・技術の向上に貢献する。

実施結果
（１）業務拡大に伴う統一講習会

①講習会名：業務拡大に伴う統一講習会（北関東地域）
　開催日　：平成30年６月 16日（土）～６月17日（日）
　開催場所：本学　多目的ホールほか
　講師名　：川上裕先生（渋川医療センター）、武田久先生（伊勢崎市民病院）、五十嵐准教授
　参加人数：13名
②講習会名：業務拡大に伴う統一講習会（北関東地域）
　開催日　：平成30年 10月 21日（土）・10月 28日（日）
　開催場所：邑楽館林医療事務組合　館林高等看護学院
　講師名　：川上裕先生（渋川医療センター）、上原教授、五十嵐准教授
　参加人数：15名
③講習会名：業務拡大に伴う統一講習会（北関東地域）
　開催日　：平成29年 12月２日（日）・12月９日（日）
　開催場所：本学　多目的ホールほか
　講師名　：川上裕先生（渋川医療センター）、五十嵐准教授
　参加人数：14名
④講習会名：業務拡大に伴う統一講習会（北関東地域）
　開催日　：平成31年２月 16日（土）～２月17日（日）
　開催場所：本学　多目的ホールほか
　講師名　：武田久先生（伊勢崎市民病院）、上原教授、五十嵐准教授
　参加人数：21名
　※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授

（２）平成30年度　群馬県がん検診エックス線撮影従事者講習会
①第１回：平成30年９月 11日（火）
　ア　演題名：『 今後予定される医療法施行規則の改正について－医療被ばく線量記録の義務化－ 』
　　　講　師：元 日本診療放射線技師会専門職　諸澄邦彦先生
　イ　演題名：『 医療被ばく相談Ｑ＆Ａ 』
　　　講　師：�元 日本診療放射線技師会専門職　諸澄邦彦先生
　　　　　　　医療法人石井会 渋川伊香保分院　青木里佳先生

五十嵐准教授
　　　参加人数：52名
②第２回：平成30年 10月９日（火）
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Ⅰ‐２．事業報告
　ア　演題名：『 乳がん検診の現状とマンモグラフィの最新情報 』
　　　講　師：ぐんまマンモグラフィ向上委員会　新井敏子先生
　イ　演題名：『 富士フイルムマンモグラフィシステム　AMULET Innovality における乳腺量計測機能 』
　　　講　師：富士フイルムメディカル株式会社　浅野省二先生
　　　参加人数：72名　
③第３回：平成30年 11月 13日（火）
　演題名：『 胸部 XPの読影入門・ABC（総集編）Part ３ 』
　講　師：医療法人社団高仁会 城西クリニック　松本満臣先生
　参加人数：51名
④第４回：平成30年 12月８日（火）
　演題名：『 高齢化社会での対策型胃がんＸ線検診　～問題点と対策～ 』
　講　師：公益財団法人 長野県健康づくり事業団　下平和紀先生
　会　場：本学　多目的ホール
　　　　　※第４回のみ群馬県健康づくり財団 ６階　大会議室
　※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授

（３）診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー
開催日　：平成30年４月 22日（日）
開催場所：本学　多目的ホール
講師名　：�後閑隆之先生（群馬県診療放射線技師会）、青木里佳先生（医療法人石井会　渋川伊香保分院）、上原教授、

五十嵐准教授
参加人数：21名
※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授

（４）日本診療放射線技師会主催「基礎技術講習（X線CT検査）」
開催日　：平成30年 7月 8日（日）
開催場所：本学　多目的ホール
参加人数：54名
　※本学からの支援（会場運営・受付等）：五十嵐准教授

（５）日本診療放射線技師会主催「基礎技術講習 医療基礎コース　看護学（実習）」
開催日　：平成31年 1月 27日（日）
開催場所：本学　多目的ホール、第1看護実習室
講　師：佐藤正樹講師、戸谷幸佳講師、髙橋美穂子助教、大澤康子助手
参加人数：31名
※講師以外の本学からの支援（会場運営等）：五十嵐准教授

（６）群馬県診療放射線技師会女性部研修会
演題名：『 受診者から信頼されるマンモグラフィのために 』
開催日　：平成31年１月 15日（火）
開催場所：本学　多目的ホール
講　師：ぐんまマンモグラフィ向上委員会　新井敏子先生
参加人数：37名
※本学からの支援（会場運営等）：五十嵐准教授
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事業成果・効果
　診療放射線技師の業務拡大に伴い、開始された講習について講師を派遣し、県内外の技術レベルの向上に寄与することがで
きた。また、がん検診エックス線撮影従事者講習会等の開催にも協力することで、県内のがん検診に従事する診療放射線技師
のさらなる知識・技術の向上のための活動をすることができた。

事業の課題及び改善の方向性
　業務拡大に伴う統一講習会については、平成27年度から新設された講習会である。運営する群馬県診療放射線技師会のスタッ
フと実習指導をする本学スタッフがより密な連絡・調整をすることにより、現在以上にスムーズな開催ができると考える。講
習会場として本学を活用することによって、講義と実習の実施等も円滑に進められると考える。
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放射線教育・研修事業（国際化研究支援事業）
担当者　診療放射線学部　◎小倉（敏）教授、林准教授

事業目的・内容
　県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際学会発表を目的とした講習会等を実施する。これらにより、県内の診療放
射線技師が海外に研究内容を発信し、世界レベルのディスカッションが可能となるようにサポートすることにより、県内の医
療がより発展することが期待できる。
【具体的な取組み】
　（１）本学で行っている国際発表研究の紹介
　（２）国際学会の申請の方法
　（３）国際学会のスライド作成法・発表方法の講演

実施結果
（１）国際化研究支援講演会開催

日　時：平成30年 10月 24日（水）　19:00 ～ 20:30
会　場：本学　第22講義室
内　容：�「システマティックレビュー入門」
講　師：�兵庫医療大学 看護学部看護学科教授　今野　理恵先生
参加人数：20名

（２）第14回群馬産学官金連携推進会議
日　時：平成30年７月 23日（水）　10:00 ～ 18:10
会　場：前橋商工会議所会館内
内　容：本学の最新の研究内容を紹介した。

事業成果・効果
　本事業において、診療放射線技師が国際的研究の知識を講義し、国際学会にて発表するノウハウを伝えることができた。また、
県民の方々に国際学会で発表している最新の研究内容を紹介することができた。

事業の課題及び改善の方向性
　県内の診療放射線技師の研究支援事業として、国際的視野を身につけ国際学会発表を視野に入れた研究発表の講習会等も実
施することができた。今後、本学にて県内の診療放射線技師の研究支援として、多くの人が世界を視野に入れた学会発表がで
きるよう、講師を迎えて講習会を開く予定。
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放射線測定協力事業
担当者　診療放射線学部　◎杉野准教授

事業目的・内容
　放射線測定に関する助言・指導、測定値の解釈・評価、対策の立案・実施に関する助言等を通じて、県民に安全安心の提供
を図る。

実施結果
（１）�赤城山中腹に設置された木質バイオマス発電所周辺の地域住民に安全と安心を提供するため、前橋市環境部環境政策課が

４回（５、８、11、２月）の空間線量率測定を実施した。その測定結果について監修および評価を行い、コメントを提
供した。

（２）�毎月、みどり市生活環境課が行っている小中学校、公園等の施設計 47箇所における空間線量率測定について、測定結果
の監修および評価を行い、コメントを提供した。

（３）�毎年、川場村で行われている世田谷区小学５年生の移動教室に先立ち、川場村が宿泊施設およびその周辺の空間線量率測
定を行っている。その測定結果をもとに線量評価を行い、報告書を作成した。報告書は、世田谷区教育委員会が行う「川
場村移動教室説明会」において、世田谷区小学５年生の子供をもつ保護者に配付されている。

事業成果・効果
　今年度は、バイオマス発電所が本格的に稼働して初の空間線量率測定となった。発電所周辺の空間線量率について、稼働前
と稼働後の測定値に差異がないことを確認し、地域住民に安全性を示すことができた。稼働前、地域住民から多くの心配と苦
情が前橋市に寄せられていたが、現在はほとんどなくなったとのことである。みどり市については、毎月 47箇所において空
間線量率測定を実施しており、コメントを提供している。年間を通じて測定値に大きな変動はなく、住民からの質問等もない
状況である。川場村については、世田谷区の移動教室で利用するキャンプ場やハイキングコース等において、昨年 12月に空
間線量率測定が実施されたが、測定結果は昨年度とほぼ同様で問題はなかった。測定結果について解説した報告書を、川場村
へ提出した。今後も線量評価の依頼があった市町村については、専門的な立場から測定結果に対してのコメントを提示すると
ともに、自治体のHPを通じて公表し、住民に安全と安心を提供する。

事業の課題及び改善の方向性
　東京電力福島第一原子力発電所の事故を契機に、原発由来の放射線および放射性物質に対する県民の不安解消の一助となる
ような活動を計画し遂行した。今後も環境中の放射線および放射能に関わる様々な疑問に応え、県民の不安や心配の解消に繋
がるための活動を続けていく。また、自治体および市民団体等より、放射線・放射能に関する研修会、講演会等の要望があっ
た際には、基礎的な知識獲得の支援や原発事故前後の県内の放射線量率の変動などについて情報を提供する。
　これらにより、県民が正しい情報の理解を進めることができ、ひいては県民および地域の人々の安心感に繋がるものと考え
ている。
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教育普及事業
担当者　看護学部　◎石川教授、森川准教授、鵜生川准教授、林講師、小西講師、金谷（文）助教
	 診療放射線学部　◎青木教授、大﨑准教授、寺下講師、米持助教

事業目的・内容
　主にこれまで実施してきた県民を対象とした公開講座や出前講座等の事業を引き続き行い、地域貢献活動を積極的に行う。

実施結果
（１）公開講座の開催（本学主催の県民を対象とした講座）

①第１回（８月18日）「脳科学はここまで進んでいる」～今最も面白い脳科学～
　第１部「コミュニケーションと脳機能　行動実験で探る “あなた ”と “ 私 ”」
　第２部「機能的MRI ネットワークで心の働きを測る」
　講師：�群馬県立女子大学 国際コミュニケーション学部　甲村　美帆教授、
　　　　本学　診療放射線学部　柏倉　健一教授
　参加人数 : 112 名
【受講者からの意見】
　・�日常生活に関係しているものの、あまり意識することの無いテーマで興味深く聞けました。思い切って申し込んで

よかったです。
　・�脳科学について知識はほとんどゼロに近かったので今日のお話を聞いて知識が付いたように思えました。貴重なお

話を聞けて良かったです。
　・�今回の講座は大変興味深いものでした。いただいた資料について良く目を通してみたいです。

②第２回（９月29日）「正しく知ってる？食品添加物」～食品添加物と私たちの暮らし～
　講師：群馬県食品・生活衛生課 食品安全推進室　萩原　美紀 室長
　参加人数：58名
【受講者からの意見】
　・添加物について不安があったが講話を聞き少し不安が無くなった。
　・�普段口にする食品に使われている添加物のことがよくわかりました。とても参考になりました。これからも食品表示
を注意して見ていきたいと思います。ありがとうございました。

　・�普段目にする食品を例にしてくださったので、とてもわかりやすく、とても聞きやすく、楽しかったです。ありがと
うございました。

③第３回（12月 22日）「健康寿命を延ばす生活習慣」～元気に暮らすコツと万が一の時の備え～
　講師：看護学科　戸谷　幸佳 講師
　参加人数：69名
【受講者からの意見】
　・�わかりやすい説明で、転倒予防など参考になった。ヒッププロテクターなど初めて聞いた。情報をありがとうござい
ました。

　・�最近、転びましたので大変参考になりました。運動・ウォーキングの大切さを知りました。
　・�年齢的にこのような内容の講座は何回か受講しましたが、とてもわかりやすく聞きやすく、大変よかったです。特に
今回は、よく眠るための習慣のお話しがあり、大変役に立ちました。以前は、この内容は一度もありませんでした。

（２）出前講座
出張件数：139件

第2回公開講座
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派遣教職員数：160名
参加者：延べ6,444 名
本学出前講座　人気ベスト６
１．No.32　うっかりミスはなぜ起きる　49回　＜五十嵐博准教授、瀬川篤記教授＞
２．No.13　～ゆっくり、やさしく、ていねいに～タッピングタッチを体験してみよう　16回　＜中野あずさ講師＞
２．No.20　はたらく人のストレス―からだの声を聴く―　16回　＜垣上正裕講師＞
３．No.8　手・足・口を使った頭の体操で脳を活性化しよう！　7回　＜樋口友紀講師、福島昌子講師＞
３．No.14　生活習慣病の予防と対応策　7回　＜中西陽子教授、廣瀬規代美准教授、浅見優子講師＞
３．No.21　高齢者に多い入浴の事故　7回　＜大川美千代准教授、高橋美穂子助手＞

（３）公開授業（県民を対象とした本学学部授業の公開）
①「群馬県民の文化と生活」
　延べ人数15名
②「健康と環境」概論
　延べ人数０名
③「人間の発達と健康」概論 ＜通年科目＞
　延べ人数15名

第 3 回公開講座
テーマ　健康寿命を延ばす 生活習慣
　　　　�－元気に暮らすコツと万が一の時の備え－
看護学部　講師　戸谷　幸佳

　元気で生き生きと長生きしたいというのは、誰もが思い描く老後の姿ではないでしょう
か？しかし、現実には様々な原因から日本人は介護が必要な状況になり、群馬県の平均寿
命と健康寿命の差は、男性で 8.68 年、女性で 11.83 年とされています。
　この講座では、前半に要支援・要介護状態になる原因について解説し、後半で具体的に
どんなことに気を付けて生活を送ったらよいか解説をしました。介護が必要になる原因は
認知症や脳血管疾患など病気によるものが多くを占めますが、「骨折・転倒」も大きな原
因の一つであり、転倒は自分で防ぐことのできる問題であることを強調しました。転倒を
予防するためには、適度な運動をすること、健康的な食事を摂ること、自分の生活環境を
見直し危険な箇所を改善・認識することが大切であることをお伝えしました。また、しっ
かりと睡眠・休息をとることの重要性とリラックスするための方法もお伝えしました。
　当日は寒い時期にも関わらず、たくさんの方に聴講いただき、とても熱心にメモをとら
れたり、質問をしていただき、皆様の関心の高さと、元気に暮らしたいという願いを感じ
る機会となりました。

＜参加者の感想＞

◆�身近な生活習慣について、わかりやすくお話しいただきました。健康で長生きしたいです。（70歳代以上）
◆�わかりやすい説明で、転倒予防など参考になりました。（60歳代）
◆普段の生活の中ですくに実践できるものが多くあり、参考になりました。（50歳代）
◆よく眠るための習慣のお話しがあり、大変役に立ちました。（70歳代以上）

pick_up
①
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出前講座　実績一覧 ※テーマ五十音順

No. テーマ 担当講師 開催日 曜日 主催者 人数
1

赤ちゃんとのふれあい、ベビータッチングケア 教授 行田　智子…
助手 生方　尚絵

8月29日 水 前橋市上川淵公民館 36
2 10月5日 金 太田市鳥之郷行政センター 10
3 1月17日 木 太田市鳥之郷行政センター 10
4

あなたの血管年齢はいくつ？血管と生活習慣の話 助手 大澤　康子…
助教 高橋　美穂子

7月18日 水 みどり市東公民館 35
5 7月25日 水 カウンセリング研究会2000 15
6 8月17日 金 NPO法人　HOPE 15
7 10月16日 火 みなかみ町役場　子育て健康課 25
8 11月29日 木 健康保険組合連合会群馬連合会 15
9

うっかりミスはなぜ起きる 准教授 五十嵐　博…
教授 瀬川　篤記

5月9日 水 伊勢崎市赤堀公民館 35
10 5月23日 水 鳥之郷行政センター 100
11 5月30日 水 特別養護老人ホーム　えいめい 40
12 5月31日 木 群馬県農業共済組合沼田支部 20
13 6月2日 土 みどり市教育委員会 30
14 6月14日 木 太田市韮川行政センター 100
15 6月14日 木 細谷工業 (株 )　安全衛生協議会 100
16 6月19日 火 沼田市社会福祉協議会 70
17 6月22日 金 高崎市下里見小学校 200
18 7月3日 火 河本工業株式会社 500
19 7月12日 木 新島学園高等学校 30

出前講座：テーマ「生活習慣病の予防と対応策」
看護学部　准教授　廣瀬　規代美

【講座概要】
　本講座は、地域で生活する一般の人々を対象に実施しています。参加される方々が、生活習慣病の基本的知識を理解し、
日々の生活習慣（食生活・運動等）や自身の身体の状態を振り返る機会を通して、生活習慣の予防・改善に向けた動機づ
けや対応策のヒントを得ることを目的としています。

【実施状況】
　依頼があった団体等は、民間企業・行政機関・学校関係・地域包括支援センター・地域の研修会等、多様で年齢層も幅
広い状況でした。
　講座内容は、働き盛りの人々や高齢者、児童や生徒（教員・保護者）等、参加者の年齢層やニーズに対応した内容で実
施しています。
　〇生活習慣病の予防と対応策－認知症を予防する良い習慣・悪い習慣－
　〇高血圧と対応策－上手くおつきあいするために－
　〇子どもの肥満と生活習慣の改善に向けて
　〇小児期からの生活習慣予防に向けて
　〇健康な生活に向けた食生活と運動習慣の改善を目指して　等

【参加者の感想】（一部抜粋）

・高齢者でもイラストを取り入れ、わかりやすかった。職員も今後の生活習慣病の指導の参考にしたい。
・�生活習慣病と認知症のかかわりについて触れられ、参加者の反応が良かった。
・小児期からの生活習慣病予防について保護者に伝える機会がなかったため、啓発の良い機会となった。
・専門的なお話をわかりやすく、丁寧に教えていただき、参加者の一人ひとりの心に届く講座であった。
・充実した内容で勉強になった。知らないことがあったので大変役に立った。できることから始めたい。

pick_up
②
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No. テーマ 担当講師 開催日 曜日 主催者 人数

20

うっかりミスはなぜ起きる 准教授 五十嵐　博…
教授 瀬川　篤記

7月20日 金 文京地区社会福祉協議会 120
21 7月23日 月 地域包括支援センター　思いやり黒保根 30
22 8月22日 水 多野藤岡学校事務研究会 20
23 9月3日 月 前橋市しきしま老人福祉センター 30
24 9月5日 水 中之条町立中央公民館 100
25 9月14日 金 太田市綿打行政センター 70
26 9月20日 木 みどり市大間々公民館 100
27 9月21日 金 榛東村教育委員会 20
28 10月5日 金 桐生市教育委員会 200
29 10月17日 水 医療法人パテラ会　月夜野病院 100
30 10月18日 木 群馬県総合教育センター 27
31 10月19日 金 群馬県電気工事工業組合 30
32 10月20日 土 ホクブトランスポート安全輸送協力会 50
33 10月26日 金 桐生市社会福祉協議会 31
34 10月31日 水 群馬障害者職業センター 30
35 11月2日 金 群馬県総合教育センター 25
36 11月11日 日 東片貝町自治会 40
37 11月14日 水 ( 株 ) 山田製作所　鷲友会 50
38 11月15日 木 前橋市城南公民館 30
39 11月16日 金 昭和電工ユニオン伊勢崎支部 15
40 11月21日 水 前橋市城南公民館 30
41 11月27日 火 前橋市城南公民館 30
42 11月29日 木 前橋市城南公民館 30

43 11月29日 木 沼田市老人クラブ連合会（沼田市役所　
高齢福祉課） 90

44 12月4日 火 障害者支援施設青空 20
45 12月6日 木 社会福祉法人伊勢崎市愛のはぐるま会 30
46 12月12日 水 太田市宝泉行政センター 60
47 2月7日 木 吉岡町生活研究グループ 27
48 2月8日 金 東友会 40
49 2月9日 土 アジア熱処理技研株式会社 20
50 2月14日 木 桐生地区産業環境保全連絡協議会 20
51 2月19日 火 東部教育事務所 40
52 2月21日 木 特別養護老人ホームあさひ 15
53 2月24日 日 連合群馬西部地域協議会 60
54 3月2日 土 両毛システムズ労働組合 40
55 3月4日 月 群馬県歯科衛生士会ついたち会 50
56 3月7日 木 太田市連合婦人会 50
57 3月8日 金 榛名病院 50
58
「美味しく食べる」を支える健口体操を学ぼう 講師 樋口　友紀…

講師 福島　昌子

4月16日 月 いきいきサロンうぐいす 20
59 7月9日 月 高崎市佐野公民館 20
60 9月3日 月 デフまゆの会 35
61

家庭で活かす看護技術「床ずれを予防するための工夫」教授 山下　暢子
7月3日 火 社会福祉法人視覚障害者福祉会 50

62 12月4日 火 桐生市社会福祉協議会 31

63 家庭で活かす看護技術「身体特性 (ボディメカニクス )
を活かして看護する」 講師 佐藤　正樹 10月11日 木 みどり市笠懸公民館 50

64

体に痛みのあるときの生活の工夫 教授 高井　ゆかり

6月12日 火 ヘルパーステーション　ここみ 20
65 6月29日 金 一般財団法人　群馬県老人クラブ連合会 280
66 11月29日 木 特別養護老人ホーム 12

67 2月17日 日 伊勢崎市健康推進部　国民健康保険課・
年金医療課 100
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68 環境中の放射線 (能 ) 准教授 杉野　雅人 9月18日 火 中央ろうきん友の会藤岡支部 50

69 看護学全般について、講座を実施する教員の専門分野
について 教授 山下　暢子 11月22日 木 群馬県立富岡高等学校 20

70 グラスハープを題材に考える－振動、共鳴、音ってな
あに？－ 教授 青木　武生 9月7日 金 ケンクリニックデイケア 15

71 健康寿命を延ばす生活習慣－元気に暮らすコツと万が
一の時の備え－ 講師 戸谷　幸佳 3月20日 水 文教地区民生委員児童委員協議会 100

72

高齢者に多い入浴の事故 准教授 大川　美千代…
助手 高橋　美穂子

6月21日 木 館林大島公民館 50
73 9月5日 水 館林市市民の会 40
74 9月6日 木 薮塚地域包括支援センター 20
75 8月9日 木 特別養護老人ホームうすいの里 30
76 12月10日 月 東吾妻町社会福祉協議会 30
77 11月25日 日 箕郷町白川区福祉会 70
78 1月31日 木 前橋市清里公民館 15

79 子どもの事故防止
教授 横山　京子
講師 益子　直紀…
講師 富永　明子

2月8日 金 伊勢崎市ファミリーサポートセンター 15

80 ＣＴ・ＭＲＩ検査 准教授 林　則夫 10月10日 水 カウンセリング研究会2000 15
81 心肺蘇生について知ろう 講師 橋本　晴美 8月31日 金 東日本電気エンジニアリング（株） 15

82 「女性のからだとこころの変化＆対処を知る」　－女性がイキイキと暮らすために－ 講師 林　　 はるみ 9月12日 水 カウンセリング研究会2000 15

83

生活習慣病の予防と対応策 教授 中西　陽子…
准教授 廣瀬　規代美

5月14日 月 伊勢崎税務署 50
84 6月14日 木 甘楽富岡学校保健会 40
85 6月20日 水 群馬県立聾学校 30
86 7月25日 水 甘楽町健康課保健係 30
87 8月1日 水 公益財団法人群馬県長寿づくり財団 30
88 8月9日 木 薮塚地域包括支援センター 20
89 8月29日 水 群馬県立盲学校 20
90 生物の世界：顕微鏡でどんなものが見える 教授 青木　武生 8月17日 金 宮城公民館 15
91 たばこと健康 講師 橋本　晴美 7月9日 月 富士通株式会社 館林システムセンタ 30
92

手・足・口を使った頭の体操で脳を活性化しよう！ 講師 樋口　友紀…
講師 福島　昌子

5月17日 木 いきいきサロン下小塙 35
93 6月1日 金 県立心臓血管センター 20
94 6月19日 火 高崎手話サークル　つくしの会 50
95 3月4日 月 安中市安中公民館 30
96 8月27日 月 渋川市赤城地区社会福祉協議会 30
97 9月13日 木 特別養護老人ホーム　やすらぎ園 12
98 3月4日 月 高崎市塚沢公民館 20
99

できもの腫れもの　～良性？悪性？？？～ 教授 瀬川　篤記
6月18日 月 明和町ふれあいセンター　スズカケ 25

100 12月12日 水 カウンセリング研究会2000 15

101 乳がんと向き合う
教授 中西　陽子
准教授 飯田　苗恵…
非常勤 根岸　徹

7月19日 木 明和町ふれあいセンター　ポプラ 20

102 妊娠期から生後１歳頃までの子育て 教授 行田　智子 7月18日 水 鳥之郷行政センター 15
103 脳科学について 教授 柏倉　健一 12月4日 火 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 30
104

「はたらく人のストレス―からだの声を聴く―」 講師 垣上　正裕

6月5日 火 信越化学労働組合磯部支部 100
105 6月8日 金 株式会社　スキルプラザ 30
106 6月11日 月 ＮＰＯ法人　マイホーム四つ葉 30
107 6月17日 日 連合群馬西部地域協議会 60
108 6月26日 火 ウェルネステラス富岡 30
109 7月17日 火 公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団 100
110 9月12日 水 桐生信用金庫 40
111 12月7日 金 利根沼田養護教諭会 45
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112

「はたらく人のストレス―からだの声を聴く―」 講師 垣上　正裕

12月14日 金 社会福祉法人はーとわーく　ヘルパース
テーションここみ 15

113 2月6日 水 前橋市水道局 110
114 2月7日 木 西毛機械工業協同組合 20
115 2月17日 日 群馬県女性薬剤師会 20
116 2月27日 水 群馬県産業環境保全連絡協議会 100
117 3月16日 土 群馬県介護福祉士会 20
118 3月19日 火 大泉町公民館 40
119 3月22日 金 特別養護老人ホーム明風園 20
120 放射線被ばくの無いMRI 検査とは 准教授 林　 　則夫 11月7日 水 群馬県立前橋東高等学校 30
121 身近な放射線 教授 原　孝光 11月22日 木 群馬県立富岡高等学校 20
122 「薬物乱用防止教室」 准教授 龍野　浩寿 6月13日 水 原町赤十字病院 15
123

～ゆっくり、やさしく、ていねいに～　タッピングタッ
チを体験してみよう 講師 中野　あずさ

4月13日 金 渋川北群馬地区更正保護女性会定期総会 60
124 4月18日 水 ぐんま地域活動連絡協議会 100
125 4月20日 金 下仁田保健センター 50
126 5月22日 火 太田市韮川行政センター 36
127 5月29日 火 渋川市保健福祉部高齢福祉課 80
128 6月15日 金 渋川ファミリー・サポート・センター 20
129 7月11日 水 群馬県長寿社会づくり財団 51
130 8月7日 火 地域活動支援センター　ピアーズ 20
131 8月29日 水 清里公民館 10
132 9月21日 金 太田市綿打行政センター 20
133 10月17日 水 群馬県長寿社会づくり財団 51
134 10月18日 木 高崎市長野公民館 30
135 10月31日 水 太田市宝泉行政センター 100

136 2月28日 木 社会福祉法人はーとわーくヘルパース
テーションここみ 15

137 3月7日 木 NPO法人HOME 20
138 3月22日 金 障害福祉サービス事業所ぷらーな 30
139 安楽死（よい死） 准教授 森川　功 9月11日 火 群馬県立前橋高等学校ディベート部 15

事業成果・効果
　県立大学として求められる水準にふさわしい公開講座となるように企画立案された中から、実現可能なものについて、地域
住民に向けて周知を図った。平成 30年度は、本学と県立女子大学の法人化に合わせて、脳科学分野のトピックスを取り扱っ
た講座を両大学の共通する分野を心理学と画像解析の視点から取り扱ったが、やや難しい内容にもかかわらす、非常に好評だっ
た。また、どの講座においても、公開講座終了後に収集した参加者へのアンケート調査結果によれば、さらに詳しい内容を知
りたいという要望も多かったと同時に、参加者においては高い満足度を得ることができた。また、出前講座の講師派遣につい
ても、さまざまな要請に沿って両大学の教員や県の担当者を横断する斬新な組織的な企画ができた。これらの事業を通し、県
民に本学の教育活動や教員が実施する研究を理解していただくと同時に 、県立大学としての存在意義を再確認していただくと
ともに、本学をはじめ、県立女子大学や県担当者の持つ知識の普及を通して、豊かな生活に貢献できるよう切に望んでいる。

事業の課題及び改善の方向性
　大学機能として地域貢献活動を盛り込んだ改正学校教育法の趣旨から鑑み、医療専門職だけでなく、地域住民をはじめ多く
の県民に、大学の知的財産を還元することが要請されている。本学では、これまでどおり、公開講座に加えて、要請の多い出
前講座等にも新たなメニューを加えながら活動を行い、地域貢献活動を積極的に実施する。また、法人化の利点を生かしながら、
今後とも公開講座や出前講座を活用いただけるよう、要望のあった様々なテーマで企画するとともに、大学の現状や卒業生の
活躍の広報も含め、他委員会と共により広範な広報活動に力を入れる必要がある。 

25



Ⅰ‐２．事業報告

地域連携推進事業
担当者　看護学部　◎�行田教授、高井教授、大川准教授、中野講師、樋口講師、橋爪講師、金谷（悦）講師、

鈴木（恵）講師、戸谷講師、垣上講師、益子講師、福島講師、高橋（美）助手、
生方助手

	 診療放射線学部　◎原教授

事業目的・内容
　本センターの活動を広く県民に周知するために、地域連携センターNewsletter 及び地域貢献活動報告書を発行する。また、
学生ボランティア活動の支援体制の充実に取り組む。

実施結果
（１）地域連携センターNewsletter の発行

・Vol. ６／No. １　  ６月発行　特集：大学の法人化と群馬県看護協会からの期待
・Vol. ６／No. ２　10月発行　特集：大学との協働による健康寿命延伸対策の推進
・Vol. ６／No. ３　  １月発行　特集：元気に “動こう・歩こう ”プロジェクト　キックオフフォーラム開催
・Vol. ６／No. ４　  ３月発行　特集：小規模町村支援事業（榛東村）における取り組み

（２）平成29年度の地域貢献活動報告書の作成・製本化

（３）地域連携センターリーフレット作成【新規】

（４）学生ボランティアの積極的な活動支援
・�学生のボランティア活動：延べ45日、296名
　（看護学部293名、診療放射線学部３名）　※事務局把握分H30.2 月時点
・�ボランティア件数は、45件中 34件はボランティアサークルの活動によるもので、さらにそのうち33件は、小児医療
センターボランティアが占めていた。

（５）他大学との連携
①共愛学園前橋国際大学のCOC+「C3PG」への協力を行った。
②�群馬大学「群馬一丸で育てる地域完結型看護リーダー事業」への協力（※平成30年度履修プログラムにおける講義担当）
を行った。
③�群馬大学主催の「ダイバーシティ連携地域ネットワーク会議」に出席し、県内の男女共同参画及び女性の活躍推進、ダ
イバーシティ促進のための協力をした。

事業成果・効果
　地域連携センターNewsletter、地域連携センターリーフレット、地域貢献活動報告書を発行することで、本センターの活動
を広く県民に周知することができた。
　学生のボランティアへの積極的な参加は、学生自身の成長とボランティアを必要としている人々の支援につながると考える。
ボランティア活動を更に充実させるために、学生がどんなボランティア活動に関心を持つのか、どのような人がボランティア
を必要としているのか、具体的に把握することが必要であると考えられる。
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事業の課題及び改善の方向性
　本事業の主要な３つの活動は、県民にわかりやすく、タイムリーに伝えることが重要となる。その点で、地域連携センター
Newsletter、地域連携センターリーフレット、地域貢献活動報告書は、さらに充実させていきたいと考える。また、学生ボラ
ンティア活動は、①学生主体の情報交換の場や活動報告・発表会の検討や②学生ボランティア活動の広報には学生と教員、事
務がともに連携していくことが求められている。
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平均寿命の伸び以上に健康寿命を延ばすことは、

個人の生活の質の低下を防ぐ観点から県政の重要課題です。

まずは、県民が「自らの健康は自らがつくる」という

機運を高めることが必要であることから、県では、県民が

実践すべき健康づくりの具体的な事項として「ぐんま元気

の５か条」を制定し、推進しています。

また、国保データベース（ＫＤＢシステム）のデータの

集積・分析・活用により地域の健康課題を「見える化」し、

科学的根拠に基づいた健康づくり対策を通じて、保健事業の

実効性を高めるための取組も進めています。

さらに、高齢化が進展する中で、県内市町村においては、地域包括ケアシステムの推進ととも

に、保健・医療・介護を一体的に取り組むことが重要となり、これまでの取組をさらに拡大するこ

とが求められています。

そこで、平成２８年度に、県政の課題について、役職・所属にとらわれず、幅広い意見交換・議

論を行い、新たな解決策を立案する政策プレゼンに、県民健康科学大学と協働してチャレンジしま

した。プレゼンでは、大学の教育・研究機能を広く社会に開放し、健康寿命延伸のための保健指導

プログラムの開発や次世代の人材育成・地域交流の活性化等の取組を県と大学で協働して推進して

いくことを提案しました。

これを契機として、昨年度は「ぐんま元気の５か条」シンポジウムを

協働で開催、今年度も「元気に“動こう・歩こう”プロジェクト」の

キックオフフォーラムの開催に向けて協議を進めています。

今後も、県民の生涯にわたる健康水準の維持・向上に貢献できる保健医療

専門職を養成している大学との連携・協働を強化し、健康寿命延伸を実現したい

と考えております。

Vol.2/No.2 2018. 9.26群馬県立県民健康科学大学

大学との協働による健康寿命延伸対策の推進

群馬県健康福祉部保健予防課

健康増進主監 阿部 絹子

本学は群馬県と協働して、「元気県ぐんま」の実現に向け、「元気に“動こう・歩こう”プロジェクト」を

展開し、県民の皆様が身近な地域で“動く・歩く”ことを目指してキックオフフォーラムを開催します。

【日 時】 平成３０年９月３０日（日）１３：３０〜１６：００

【開催場所】 本学大講義室

【対 象 者】 一般県民 ２００名（先着順）

【申込方法】 詳しくは本学のホームページをご覧ください。

「元気に“動こう・歩こう”プロジェクト」キックオフフォーラムのお知らせ
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活動報告

オープンキャンパス

8月10日・11日の2日間、オープンキャンパスを開催しました。猛暑の中、1,687人の皆様に
ご来場いただきました。参加者の皆様には、模擬授業や演習の体験、在学生によるキャンパスツアー
にご参加いただき、本学への理解を深める良い機会となりました。

公開講座 テーマ「脳科学はここまで進化している。今最も面白い脳科学」

講義１．コミュニケーションと脳機能 行動実験で探る“あなた”と“私”

講師：群馬県立女子大学国際コミュニケーション学部 甲村美帆 教授

講義２．機能的 ネットワークで心の働きを測る

講師：本学診療放射線学部 柏倉健一 教授

本講座には１２０人の参加があり、最先端の脳科学に関する研究成果について学ぶ機会となりま
した。県立女子大の甲村教授は、人が相手の顔や表情、視線を認識する仕組みについて説明を行い、
なぜ人間がその場に適した行動をとれるのか解説しました。本学の柏倉教授は最先端の放射線診療
技術を紹介し、脳の働きについて解説しました。

桃の木祭（学園祭）を開催します！

【日 時】 平成 年 月 日（土）・ 日（日） 【開催場所】 群馬県立県民健康科学大学
※詳細については、本学ホームページ等でお知らせいたします。

発行：群馬県立県民健康科学大学地域連携センター 〒371-0052 群馬県前橋市上沖町３２３－１
ＴＥＬ：０２７－２３５－１２１１ ＦＡＸ：０２７－２３５－２５０１ ＵＲＬ：http://www.gchs.ac.jp/

お知らせ

◆公開講座 テーマ「正しく知ってる？食品添加物 ～食品添加物と私たちの暮らし～」
【日 時】 平成30年9月29日（土）13:30～15:10
【講 師】 群馬県健康福祉部食品・生活衛生課 食品安全推進室

室長 萩原 美紀 講師
【対 象 者】 一般県民 120人（先着順） 【受講料】 無料
【開催場所】 本学多目的ホール（西棟１階）
【申込方法】 ファックス・電話または本学ホームページよりお申し込みください。

本学の看護学生ユニフォームの左肩には、写真のようなエンブレムが
印刷されています。
周りの部分は鶴と手で、鶴は群馬県、手は看護、星は希望を表します。
作者は看護学部１期生西澤（旧姓内田）麻利恵さんです。

■ ：看護学部のエンブレムの由来
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Vol.5/No.3 2018.1.4群馬県立県民健康科学大学

活動紹介：全国学会における認知症教材の普及活動

【元気に “動こう・歩こう” プロジェクト キックオフフォーラム開催】
地域連携センター事業の健康寿命延伸プロジェクトの一環

として、群馬県健康福祉部保健予防課との協働による「元気に
“動こう・歩こう” プロジェクト」キックオフフォーラムが
9月30日に本学で開催されました。群馬県では全ての県民が
健康でいきいきと生活をするために、健康づくりの実践事項を
「ぐんま元気 （ＧＥＮＫＩ） の５か条」として制定し、「健
康寿命延伸の県民運動」として展開しています。この県民運動
をさらに発展させ、普及を図るための戦略として、まずは、第
１条「げんき（元気）に動いてぐっすり睡眠」の実践を推進す
るために、県民が身近な地域で “動く・歩く” ことを目指し
てこのフォーラムは開催されました。

最初に、本学学生「ダンスサークルＮ＊Ｒ」が「元気に動こ
う！～ぐんまちゃんダンス～」を披露し、会場の雰囲気を盛り
上げました。県保健予防課の阿部絹子健康増進主監によるプロ
ジェクトの概説に続き、埼玉県立大学の北畠義典准教授から基
調講演がありました。パネルディスカッションでは、本学の狩
野太郎教授が登壇し、地域の人々の支え合いや居場所づくりな
どの重要性が強調されました。前橋市長寿包括ケア課の北原絹
代氏からは、桂萱地区介護予防サポーターが実演者となって
「ピンシャン！元気体操」が紹介され、参加者とともに実践し、
群馬県スポーツ協会の河﨑和代氏からは、歩くこつの紹介があ
りました。当日は、地域住民など221名が参加し、体操の実践
など熱心に取り組む様子がみられました。

看護学部 教授 狩野太郎

地域連携センター長 齋藤 基

活動紹介：健康寿命延伸プロジェクト

Vol.6/No.3 2019.1.4

昨年6月に久留米市にて開催された日本老年看護学会第23回
学術集会において、群馬県認知症サポーターステップアップ教
材の紹介を行いました。北は秋田、南は沖縄の全国23都府県よ
り、60名の皆様にご参加いただき、準備していた112枚の教
材DVDが品切れとなる盛況ぶりでした。「とてもわかりやすく
楽しい教材、次は何だろうと観てゆくことができた」「ボラン
ティアだからこそできること、という内容が心に響いた」「ま
さに欲しかった教材、ぜひ活用したい」「大学、自治体、住民
が協働して楽しく取り組んでいるのが伝わってきた」など、好
評を頂きました。次回は、1月末に開催の日本公衆衛生看護学
会にて紹介する予定です。
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健康寿命延伸シンポジウム2018 in 館林を開催しました

公開講座開催「正しく知ってる？食品添加物～食品添加物と私たちの暮らし～」

活動紹介

お知らせ

共同研究・若手研究発表会
看護学部および診療放射線学部の教員による研究成果の発表会を開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。

【日 時】 平成３１年３月１４日（木）午後 【対象者】 群馬県内で従事する保健医療関係職者

※詳細は、本学ホームページでお知らせします。

学生の活動報告

JFN学生ラジオCMコンテスト優秀賞を受賞！

8月20日から26日の7日間、メルボルン（オーストラリ
ア）での短期海外研修を実施しました。6名の学生が参加し、
現地の病院やクリニック、ナーシングホーム、メンタルヘル
スのサポート団体等を見学しました。ナーシングホームでは
入所者さんとお話をしたり、申し送りを見学したりしました。
後日行った報告会では、参加学生より、「現地では、様々な
人種や文化が共存しているため、医療においてもその違いを
認め合って尊重していく姿勢が大事」との発表がありました。

平成30年10月8日、館林市と本学の共催、群馬県ほかの協力に
より、館林市三の丸芸術ホールにて実施しました。須藤和臣 館林市
長の挨拶で開会、本学からは、瀬川篤記教授が座長、齋藤基教授と
宮崎有紀子教授が講演者として参加しました。当日は、時折小雨の
ぱらつく天候にもかかわらず、約160名の館林邑楽地区住民が来場
し、終了予定時刻を過ぎてもなお一般の方々から質問やご意見が続
く盛況ぶりであり、健康寿命延伸に対する県民の関心の高まりが肌
で感じられました。

9月29日、本学を会場に講師に群馬県健康福祉部食品・生活衛生
課食品安全推進室室長 萩原美紀氏を迎えて、第２回公開講座が開
催されました。身近な食品に様々な形で利用されている食品添加物
について、日頃の疑問をわかりやすく解説していただきました。当
日は58名の参加があり、参加者からは、「普段口にする食品に使
われている添加物のことがよくわかりました。」「食品表示を注意
して見ていきたいです。」などの感想がありました。

短期海外研修（メルボルン、オーストラリア）の実施

自分の学校をテーマにしたラジオCMコンテストにおいて、看護学部の吉
田麻鈴さんの作成した本学に関するラジオCMが優秀賞を獲得しました。審
査員から、「現場の人の本音が素直に出ており、気持ちが分かり易く伝
わってきた」との高い評価が得られました。JFN学生ラジオCMコンテス
ト2018のホームページで実際に聞くことができます。吉田さんからは、
「看護師という職業や地域医療、そして群馬県立県民健康科学大学につい
て興味を持って下さったら幸いです」とコメントがありました。
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Vol.6/No.4 2019.3.1群馬県立県民健康科学大学

【小規模町村支援事業（榛東村）における取り組み】

プロジェクトメンバー：齋藤 基、宮崎有紀子、大澤真奈美、鈴木美雪、塩ノ谷朱美
坪井りえ、大澤康子、赤堀八重子（大学院博士後期課程）

平成２９年３月に締結された、榛東村と本学との健康づくり推進に関する包括協定に基づき、榛東村
と大学とのプロジェクトチームを編成し、協働して住民の健康づくりへの取り組みを行っています。
主な取り組みの内容は、次のとおりです。

◆特定健診等のデータ分析

榛東村の平成２７年度から平成２９年度特定健診等のデータを倫理的な配慮のもとに提供して

いただき、検査値や生活習慣の経年的変化や国や県との比較検討を行いました。分析結果は、榛
東村と共有するための機会を設け、住民の健康上の課題を具体的に提示しました。

◆健康づくりへの取り組み

健診データの分析結果は、特徴的なところを

ピックアップし、榛東村広報誌「しんとう」に掲載し、
住民の健診に対する関心を高めるための働きか
けを行いました。また、住民の実態に即した慢性
腎臓病（CKD）予防のための啓発用オリジナル
リーフレットを作成し、特定健診等の受診者全員
に配布しました。

◆保健事業計画策定への参画

榛東村の第３期特定健診実施計画及び第２期

データヘルス計画策定会議へ参加し、健診デー
タの分析結果から計画内容に対する意見や提案
を行いました。

◆健診データ分析による共同研究

健診データの分析を通して、榛東村との共同

研究に取り組み、第７７回日本公衆衛生学会に
おいて発表しました。研究テーマは、「３年間の
若年者から高齢者を対象とした健康診査結果
の分析」及び「健康診査結果の分析による肥満
及び血糖と生活習慣の関連」でした。

活動紹介：健康寿命延伸プロジェクト
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看護研究を実施する際に必要な研究の基礎的知識を習得するためのセミナーを開催します。

発行：群馬県立県民健康科学大学地域連携センター 〒 群馬県前橋市上沖町３２３－１
ＴＥＬ：０２７－２３５－１２１１ ＦＡＸ：０２７－２３５－２５０１ ＵＲＬ：http://www.gchs.ac.jp/

◆「看護研究セミナー」の受講者を募集しています！

お知らせ

◆２０１９年度「公開授業」のご案内

親しみやすい科目で、学生以外の方も受講できる授業です。学生と一緒に学んでみませんか？

前期は４月、後期は１０月から開講し、受講料は無料です。１日限りの参加も可能です。

詳細は、本学ホームページにてお知らせいたします。受講を希望される方は事前にお申し込みください。

事業報告：放射線教育・研修事業

【 会 場 】 県民健康科学大学
【受講料】 無料
【 対 象 】 群馬県内で従事する

保健医療関係職の方

※詳細は、本学ホームページにて
お知らせいたします。

【 講習会】

診療放射線学部 教授 小倉 明夫

准教授 林 則夫

セミナー内容 開催日時

・看護研究計画書の作成

・看護研究における倫理と手続き

・看護研究のための文献検索と文献検討

土

土

そのため、２年前から「 用ファントム作成に関する講義及び演習」を２日間かけて行っています。
ファントムとは、人間と同様の信号を出す物質の事を言います。 等で研究をする場合に、人間
を撮像することは倫理的に問題となります。そのため、人間と等価のファントムを作成し、そのデー
タを考察して人間の撮像に使用するわけです。しかし、 用ファントムを作成することは、結構難し
いのです。

本講習会では、ファントムの作成法（料理のレシピと同じです）を基に、
実際にファントムを作成し、そのノウハウを勉強 して頂きます。県内は
もとより、県外からも多くの方に参加して頂いている楽しい講習会です。
まだ受講されていない方は、是非ご参加ください。

地域連携センターの放射線教育・研修事業の一つとして、
本学 装置を用いた 講習会を毎年開催しています。
以前は、「 認定技術者取得のための基礎実験及び試験
対策講座」を行っていましたが、その成果もあり、県内の多
くの技師の方が取得されました。

◆本学教員による 「出前なんでも講座」 をご活用ください！

本学の教員を地域や団体の集会に講師として呼んでみませんか？
本学では、皆様の健康や医療従事者の業務に役立つ様々な講座を

用意しています。講師の派遣は無料です！

講座メニューや詳細は本学ホームページにてご案内いたします。

講座の開催を希望される際は、直接大学までお問い合わせください。
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健康福祉政策事業（医務課、保健予防課）
担当者　看護学部　◎横山教授
	 診療放射線学部　◎下瀬川教授、米持助教

事業目的・内容
　群馬県健康福祉部等と情報交換を行い、マッチングした事業の展開を図る。
（１）健康福祉統計データの分析・活用に係る調査研究によって、県民の生活に有益な結果を検討する。
（２）�群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定を行い、職員が最適な条件で業務が行えるよう

調査・報告を行う。

実施結果
＜看護部門＞
（１）認知症サポーター・ステップアップ講座教材の普及活動

　今年度は、講義7回分の教材（平成28年度作成）を普及するべく、広く紹介した。また、県内市町村の認知症サポー
ター養成の取組を支援した。
・担当者：狩野太郎教授
・実施状況
　①第23回日本老年看護学会（福岡市、６月）交流集会
　　全国23都府県の参加者60名に、112枚のDVD教材を紹介、配布した。
　②第７回日本公衆衛生看護学会（宇部市、1月）の交流集会
　　全国9都府県の参加者20名に、80枚のDVD教材を紹介、配布した。
　③群馬県キャラバンメイト情報交換会（前橋市、2月）
　　県内市町村の100名のキャラバンメイトに、80枚の教材DVDを配布した。

（２）県民の健康福祉施策の実現に向けた事業の協働展開
①子育て講座プログラム政策・普及への協力【新規】
　�こども未来部児童福祉課母子保健係と連携し、「ぐんまの親子仲良しこよし　子育て講座」乳児編のプログラムを検討、
作成中である。
　・担当者：行田智子教授、橋爪由紀子講師、林はるみ講師、生方尚絵助手
　・実施状況
　　平成30年７月 19日：母子保健係担当者と打合せ会議
　　平成30年８月７日、11月 21日：学内担当者の制作打合せ会議
　　平成30年 12月 21日：「子育て講座プログラム検討委員会」開催
　　母子保健係担当者に制作した教材「子育て講座（妊娠期～乳児編）」を説明した。
②健康福祉部保健予防課主催「若い世代の食育推進協議会」への参加【新規】
　�・担当者：益子直紀講師
　・実施状況
　　平成30年 12月 26日：会議出席
　　県内７大学の教員と学生による協議会に出席し、意見を述べた。

＜診療放射線部門＞
①「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」
　�　平成 29年度事業として群馬県保健福祉事務所（10施設）に簡易半導体測定器を配布した。今年度においては、配布した
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測定器を使用したX線装置の日常的な精度管理を継続している。測定データに関しては、各保健福祉事務所において管理さ
れており、必要に応じて適切な対応を助言することにより、医療被ばく線量の最適化への取り組みを支援した。
　・担当者：米持圭太助教

　※平成30年度は、健康福祉部との情報交換会は実施されなかった。

事業成果・効果
「認知症サポーター・ステップアップ講座教材の普及活動」については、平成29年度に続き、開発した認知症サポーター・ステッ
プアップ研修教材を用いて市町村の認知症サポーター養成の取組を支援した。また、広く全国に教材を紹介した。これにより、
認知症の人々を支える地域づくりの知識を普及することができた。

「ぐんまの親子仲良しこよし　子育て講座」乳児編プログラム作成については、こども未来部児童福祉課母子保健係と連携し子
育て講座プログラムを検討し、基盤となる資料を作成できた。

「若い世代の食育推進協議会」参加については、その趣旨を理解し意見を述べるとともに、協議内容を共有できた。

「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」については、群馬県保健福祉事務所（10施設）に
配布した簡易半導体測定器（10台）によるX線装置の日常的な精度管理を継続することにより、各保健福祉事務所おけるX
線装置の日常的な精度管理方法を確立することが可能となった。

事業の課題及び改善の方向性
　「認知症サポーター・ステップアップ講座教材の普及」に努め、県内のみならず全国にその知識を広めることに繋がった。今
後は、県内市町村からの要請に応じ、教材を用いて認知症サポーター養成を支援していく。
　「ぐんまの親子仲良しこよし　子育て講座」プログラム作成については、母子保健係と連携して完成させ、県内市町村に配布
することを目指す。また、DVD作成も検討する。さらに、本学教員が子育て講座のトレーナー研修等を企画、運営し、市町村
の保健師等に講義を実施していく。
　「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」については、精度管理の支援を継続し、定期的
な測定器の校正を実施する。また、組織化により多くの施設に発展・普及させることが今後の課題である。
　健康福祉政策事業は、関連部門との情報交換に基づき、課題の重要性や取組の必要性に応じて、急遽発足し展開するという
実態がある。教育・研究・地域貢献という３つのバランスをとりつつ、県民の健康福祉に資する活動を計画的に展開できるよ
うに、各部門と調整していく必要がある。
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健康寿命延伸プロジェクト
担当者　看護学部　◎�齋藤教授、宮崎教授、狩野教授、大澤（真）准教授、清水准教授、塩ノ谷講師、

鈴木（美）講師、坪井講師、佐藤講師、佐々木助教、大澤（康）助手
	 診療放射線学部　◎�瀬川教授、長島准教授、佐藤准教授

事業目的・内容
　平成 28年度政策プレゼン「健康寿命延伸プロジェクトⅡ－ぐんまエクステンションプラン」を展開するため、以下の事業
を実施する。
（１）�健康寿命延伸シンポジウムの開催
（２）�元気に動こう・歩こうプロジェクトの「キャラバン隊による県民への実践活動」に係るキックオフフォーラムの開催【新

規】
（３）�小規模町村支援事業の実施（榛東村）
（４）館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力【新規】
（５）大学周辺地域における高齢者サロン等への協力【新規】
（６）小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発【新規】
（７）群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業に対する取り組み【新規】
（８）「ぐんま元気エクステンションセミナー」の開催

実施結果
（１）「健康寿命延伸シンポジウム」の開催について
　館林市及び健康福祉部保健予防課との協働による「健康寿命延伸シンポジウム2018 in 館林」を開催した。

・開催日時：平成30年 10月８日（月・祝）14：30～ 16：30
・開催会場：館林市三の丸芸術ホール
・本学の担当：座長；瀬川教授
　　　　　　　講演；「第２条　塩分ひかえて　食事はバランスよく 」宮崎教授
　　　　　　　講演；「第３条　仲間をつくって　健康づくり」 齋藤教授
・参加者：約160名

（２）�元気に動こう・歩こうプロジェクトの「キャラバン隊による県民への実践活動」
に係るキックオフ フォーラムの開催について【新規】

　健康福祉部保健予防課との協働による「元気に動こう・歩こうプロジェクト」に
係るキックオフフォーラムを開催した。

・企画内容：�「ぐんま元気の５か条」の第１条に焦点を当て、運動を中心とし
たプログラムを実施

・開催日時：平成30年９月 30日（日）13：30～ 16：00
・開催会場：本学　大講義室
・本学の担当：パネルディスカッション；狩野教授
　　　　　　　テーマ：�子育て世代からはじめる認知症や寝たきりにならない

まちづくり
　　　　　　　アトラクション；本学学生（ダンスサークルN*R）
　　　　　　　　　　　　　　　元気に動こう！～ぐんまちゃんダンス～
・参加者：221名

元気に動こう歩こうプロジェクト
キックオフフォーラム
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（３）小規模町村支援事業の実施（榛東村）について
　小規模町村支援事業のモデル地区として選定した榛東村に対して、以下の取り組みを行った。

・特定健診等のデータ分析
　榛東村の平成27年度から平成29年度特定健診等のデータを分析し、住民の健康上の課題を具体的に提示した。
・健康づくりへの取り組み
　�健診データの分析結果を榛東村広報誌「しんとう」に掲載した。また慢性腎臓病（CKD）予防のためのオリジナルリー
フレットを作成し、特定健診等の受診者全員に配布した。

・保健事業計画策定への参画
　�榛東村の第３期特定健診実施計画及び第２期データヘルス計画策定会議へ参加し、健診データの分析結果から計画内容
に対する意見や提案を行った。

・健診データ分析による共同研究
　�榛東村との共同研究に取り組み、第77回日本公衆衛生学会において３題の演題で発表した。
・榛東村から提案された身体活動量計を活用した研究については、研究協力者の依頼及びデータ収集を行った。

（４）館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力について
　館林市健康寿命延伸プラットフォーム会議の構成員として、会議に出席した。
　また、館林市健康寿命延伸プラットフォーム専門委員会の「生きがいづくり及び情報発信に関する専門委員会」の会長に就
任し、生きがいづくりに関するアンケート調査票や調査結果及び情報発信に関する検討を行った。

（５）大学周辺地域における高齢者サロンへの協力
　前橋市社会福祉協議会の担当者と調整し、上沖町高齢者サロンを紹介され、運営担当の介護予防サポーターと検討を行い、
高齢者の健康づくりのために以下の支援を行った。

・開催日時：平成30年８月 23日（木）10：00～ 11：40
・開催会場：上沖町公民館
・内容：認知症に関する講演及び脳トレ・レクレーションを実施
・参加者：約40名

（６）小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発
　小中学生保護者や PTA等の学習会向けに養護教諭や保健師等が利用できる健康教室教材を制作し、講演会等で紹介の上、活
用を促進することを目的とした。内容は、看護学部学生らによる長野県、青森県、群馬県の健康指標や生活習慣の比較資料を
主軸に、興味を引く動画なども加える方向で検討した。
　開発した健康教育教材（暫定版）の概要は、以下のとおりである。暫定版のため、今後は小中学校の保護者向け講演会等で
使用し、教材を完成させ る予定である。

1）導入（健康的な生活習慣は、お得で美味しく、楽しく、気持ちが良い）
2）禁煙（止めてから気づく、たばこのない爽やかな時間）
3）栄養（野菜ソムリエによるお得で美味しい簡単レシピ）
4）運動（運動と美容、メンタルヘルス）
5）仲間づくり（認知症や寝たきりを遠ざける、子育て中からの仲間づくりが幸せな人生をつくる）

（７）群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業に対する取り組み
　プールへの参加者を対象とし、心身への影響を心理的指標及び生理的指標を用いて検証するために、施設が実施している「生
き活き健康測定」及び「健康教室」へ参加し、データ収集を行った。

・生き活き健康測定
　�測定項目：ロコモ度（２ステップテスト、立ち上がりテスト）、腹囲上体起こし、10m歩行速度、障害物歩行テストの
測定
　参加回数・測定人数：4回、約 130人
・健康教室①
　内容：３大シンドローム予防教室、
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　測定項目：血圧・脈拍測定、心理的評価尺度の測定
　参加回数・測定人数：4回、各回15人
・健康教室②
　内容：水中ノルディックポール教室
　測定項目：血圧・脈拍測定、心理的評価尺度の測定
　参加回数・測定人数：4回、各回15人

（８）「ぐんま元気エクステンションセミナー」の開催
　出前なんでも講座登録時に「健康寿命延伸プログラム」を明示した講座は７テーマであり、35回開催し、参加者は 1,577
名であった。

事業成果・効果
　健康寿命延伸シンポジウムは、館林市において健康福祉部保健予防課との協働により開催した。プログラム等に関しては、
館林市と調整し、本学が中心となって企画した。シンポジウムの座長やシンポジストの担当をはじめ、運営においても教員が
参画することができた。シンポジウムの参加者は約 160名であり、概ね目標を達成することができた。また、意見交換では、
シンポジストと参加者との活発な質疑応答が行われ、健康寿命延伸に対する市民の関心の高さが窺われ、「ぐんま元気の5か条」
の普及のために効果的であった。
　元気に動こう・歩こうプロジェクトに係るキックオフフォーラムは、健康福祉部保健予防課との協働により本学において開
催した。本学からは、学部学生の「ダンスサークルN*R」が「元気に動こう ! ～ぐんまちゃんダンス～」を披露し、会場の雰
囲気を盛り上げることができた。パネルディスカッションでは、狩野教授による講演において、地域の人々の支え合いや居場
所づくりなどの重要性が強調された。参加者は、地域住民など約200名であり、体操の実践などに熱心に取り組む様子がみら
れ、運動への動機づけとともに「ぐんま元気の5か条」の普及に効果的であった。
　小規模町村支援事業による榛東村に対する取り組みは、健診データの分析結果から健康課題を明らかにし、村の保健師等と
の協働により、広報への健診結果の掲載や慢性腎臓病（CKD）リーフレットの作成及び配布など、住民の健康づくりのための
具体的な働きかけを実施することができた。また、榛東村との共同研究に取り組み、日本公衆衛生学会において 3題の演題で
発表を行うことができた。
　館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力は、館林市健康寿命延伸プラットフォーム会議の構成員として本学から
出席し、健康寿命延伸に関する提案等を行った。また、館林市健康寿命延伸プラットフォーム専門委員会の「生きがいづくり
及び情報発信に関する専門委員会」の会長を本学が務め、生きがいづくりに関するアンケート調査を実施し、情報発信に関す
る構成員の意見の取りまとめを行うことができた。
　大学周辺地域の高齢者サロンへの協力は、上沖町高齢者サロンにおいて、高齢者の健康づくりに関して、認知症に関する講
演及び脳トレ・レクリエーションを実施した。高齢者サロン参加メンバーに加え、民生委員や自治会長などが参加し、講演会・
レクリエーションともに好評を得ることができた。
　小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発は、看護学部学生らによる長野県、
青森県、群馬県の健康指標や生活習慣の比較資料を主軸とし、暫定版の教材を完成させることができた。
　群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業は、施設の利用者を対象として、心身への影響を検
証するために、施設が実施している「生き活き健康測定」及び「健康教室」へ担当教員が参加し、健康増進効果検証に係るデー
タ収集を実施することができた。
　ぐんま元気エクステンションセミナーは、一般県民を対象とした講座を県下各地で35回開催し、1,577 名の参加者が得られ、
健康寿命延伸の普及啓発のために効果的であった。

事業の課題及び改善の方向性
　健康寿命延伸シンポジウムについては、「ぐんま元気の５か条」の普及啓発に向けて、今年度開催した館林市以外において、
引き続き健康福祉部保健予防課との協働により効果的なイベントになるように開催していくことが課題である。
　元気に動こう・歩こうプロジェクトに係るキックオフフォーラムについては、健康福祉部保健予防課の企画に基づき、本学
において開催したが、次年度も同様に協働して取り組む。
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　榛東村に対する取り組みについては、健診データの分析を進め、共同研究をさらに深めるとともに、今年度の研究成果を住
民の健康づくりに還元することが課題である。また、榛東村から身体活動量計を活用した研究が提案されており、引き続き取
り組みを進める。
　館林市健康寿命延伸プラットフォーム事業への協力については、引き続き健康寿命延伸プラットフォーム会議の構成員及び
専門委員会の「生きがいづくり及び情報発信に関する専門委員会」の委員として協力する。
　大学周辺地域の高齢者サロンへの協力については、地域の具体的ニーズとの乖離も見られることから、地域の理解とニーズ
に基づいた、効果的な事業とすることが課題であり、本事業を一旦終了する。
　小中学生保護者会向けの講演会等で活用できる生活習慣改善のための健康教育教材の開発については、今後は小中学校の保
護者向け講演会等で使用し、その反応を踏まえて教材を完成させる。
　群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業については、データ収集を継続し、収集したデータ
の分析を進め、研究成果としてまとめる。
　ぐんま元気エクステンションセミナーについては、今後も「健康寿命延伸プロジェクト」の一環として取り組む予定であるが、
開催回数及び参加人数が減少傾向にあることから、本事業の開催方法や周知方法等について検討課題とする。
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健康寿命延伸シンポジウムの開催と
認知症サポーター・ステップアップ講座教材の開発

　群馬県では、全ての県民が心身ともに健康で質の高い生活を送れることを目指した「元気県ぐんま」実現のために「群
馬元気 (GENKI) の 5 ヵ条」を制定し、「健康寿命延伸運動」を推進しています。その一環として、健康福祉部 保健予防
課と本学が協働し、館林市においてシンポジウムを開催し、各条の専門家から健康な生活を送るための工夫についてお話
をいただきました。

　また、新オレンジプランに基づき、県内認知症サポーター養成講座修了者向けの上級講座で使用する教材として、看護
学部関係教員の協力の下、カリキュラム及び教材を開発し、県内関係機関等で広く活用いただいております。

トピックス
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Ⅱ　その他の地域貢献活動 



Ⅱ‐１．学会活動
学
会
活
動

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

松
田
　
安
弘
日
本
看
護
教
育
学
学
会
評
議
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
2

日
本
看
護
教
育
学
学
会
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
3

日
本
看
護
学
教
育
学
会
評
議
委
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
4

日
本
看
護
学
教
育
学
会
教
育
活
動
委
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
5

日
本
看
護
学
教
育
学
会
専
任
査
読
者

日
本
看
護
学
教
育
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
6

教
授

行
田
　
智
子
日
本
看
護
研
究
学
会
評
議
委
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

平
成
30
年
５
月
ま
で

ー

ー
ー

7
日
本
看
護
研
究
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
研
究
学
会

平
成
30
年
度

日
本
看
護
研
究
学

会
員

ー

8
第
20
回
日
本
母
性
看
護
学
会
学
術
集
会
…

一
般
演
題
査
読
員

日
本
母
性
看
護
学
会

平
成
30
年
度

日
本
母
性
看
護
学

会
員

ー

9
教
授

横
山
　
京
子
日
本
看
護
教
育
学
学
会
副
理
事

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
10

日
本
看
護
科
学
学
会
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
11

日
本
看
護
学
教
育
学
会
評
議
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

12
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員
、
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

13
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

「
演
題
発
表
お
よ
び
研
究
批
評
」
座
長

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

14
千
葉
看
護
学
会
会
誌
査
読
者

千
葉
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

15
教
授

山
下
　
暢
子
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日

ー
ー

ー

16
教
授

石
川
　
良
樹
20
20
年
度
日
本
生
物
物
理
学
会
年
会
実
行

委
員
会
・
大
会
準
備
委
員
会
委
員

日
本
生
物
物
理
学
会

20
19
年
1
月
26
日

高
崎

大
学
教
員
、
研
究

所
研
究
員

ー

17
教
授

宮
崎
　
有
紀
子
第
83
回
日
本
健
康
学
会
総
会

日
本
健
康
学
会

平
成
30
年
度

前
橋
市

学
会
員
等

約
25
0
名

18
教
授

高
井
　
ゆ
か
り
編
集
委
員
会
委
員
、
研
究
論
文
表
彰
選
考
…

委
員
会

日
本
老
年
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

19
代
議
員
、
教
育
委
員
会
委
員

日
本
運
動
器
疼
痛
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
20

評
議
員

日
本
慢
性
疼
痛
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
21

和
文
誌
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

22
教
授

狩
野
　
太
郎
群
馬
県
が
ん
看
護
研
究
会
　
地
域
貢
献
活
動

担
当
理
事

群
馬
県
が
ん
看
護
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
看
護
師

ー

23
日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
、日
本
が
ん
看
護
学
会
、

日
本
臨
床
腫
瘍
薬
学
会
　
合
同
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
委
員
会
　
委
員

日
本
臨
床
腫
瘍
学
会
、
日
本
が
ん
看
護

学
会
、
日
本
臨
床
腫
瘍
薬
学
会

平
成
30
年
度

看
護
師

ー
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

24
教
授

狩
野
　
太
郎
日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
看
護
師

ー

25
第
33
回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
・

座
長

日
本
が
ん
看
護
学
会

平
成
31
年
2
月
23
日

福
岡
国
際
会
議
場

看
護
師

約
20
0名

26
准
教
授
廣
瀬
　
規
代
美
日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

平
成
30
年
度

東
京

学
会
員

ー
27

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

平
成
30
年
度

東
京

学
会
員

ー
28

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

平
成
30
年
度

東
京

学
会
員

ー

29
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
誌
…

論
文
査
読

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
誌
平
成
31
年
１
月
～
3
月

ー
ー

ー

30
准
教
授
大
澤
　
真
奈
美
日
本
地
域
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
地
域
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
31

日
本
地
域
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
地
域
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
32

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

33
日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会
…

査
読
委
員

日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

34
千
葉
看
護
学
会
会
誌
　
専
任
査
読
者

千
葉
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
35
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
日
本
看
護
科
学
学
会
 代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

36
第
38
回
日
本
看
護
科
学
学
会
学
術
集
会
…

座
長

日
本
看
護
科
学
学
会

平
成
30
年
12
月
15
日

ー
ー

約
50
名

37
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
…

倫
理
委
員
会
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

平
成
30
年
度

研
究
室
…

（
メ
ー
ル
審
査
）

審
査
を
申
請
し
た

学
会
員

ー

38
日
本
難
病
看
護
看
護
学
会
　
理
事

日
本
難
病
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー

39
第
23
回
日
本
難
病
看
護
学
会
学
術
集
会
…

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
「
神
経
難
病
療
養
者
へ
の
初

期
か
ら
は
じ
め
る
呼
吸
ケ
ア
」
企
画
・
運
営
日
本
難
病
看
護
学
会

平
成
30
年
7
月
20
日

新
潟
県
…

あ
す
と
ぴ
あ
高
田

ー
ー

40
第
23
回
日
本
難
病
看
護
学
会
学
術
集
会
　

座
長

日
本
難
病
看
護
学
会

平
成
30
年
7
月
21
日

新
潟
県
立
看
護
大
学
学
会
員
、当
事
者・

家
族

約
50
名

41
第
23
回
日
本
難
病
看
護
学
会
学
術
集
会
…

交
流
集
会
（
学
会
企
画
）「
実
践
報
告
（
ケ

ー
ス
レ
ポ
ー
ト
）
の
書
き
方
の
コ
ツ
」
講
師
日
本
難
病
看
護
学
会

平
成
30
年
7
月
22
日

新
潟
県
立
看
護
大
学
学
会
員
（
難
病
認

定
看
護
師
）

約
40
名

42
日
本
難
病
看
護
学
会
「
学
会
認
定
：
難
病
看

護
師
」
認
定
講
習
会
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
日
本
難
病
看
護
学
会

平
成
30
年
12
月
2
日

東
邦
大
学

看
護
職

約
60
名

43

学
会
企
画
セ
ミ
ナ
ー
：「
箱
根
で
学
ぶ
神
経

難
病
看
護
」
シ
リ
ー
ズ
…

「
神
経
難
病
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
極
め

る
」、
「
臨
床
倫
理
を
考
え
る
神
経
難
病
に
お

け
る
」
運
営

日
本
難
病
看
護
学
会
…

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
平
成
30
年
10
月
6
日
、

平
成
31
年
3
月
2
日

神
奈
川
県
…

鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
の
里
…

鈴
の
音
ホ
ー
ル

看
護
職

延
べ
約

15
0名

44
准
教
授
清
水
　
裕
子
一
般
社
団
法
人
　
日
本
が
ん
看
護
学
会
代
…

議
員

一
般
社
団
法
人
　
日
本
が
ん
看
護
学
会
平
成
30
年
度

ー
ー

ー
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Ⅱ‐１．学会活動
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

45
准
教
授
大
川
　
美
千
代
日
本
難
病
看
護
学
会
　
査
読
者

ー
平
成
30
年
度

ー
ー

ー
46
准
教
授
上
山
　
真
美
第
22
回
群
馬
県
看
護
学
会
　
企
画
・
運
営
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
11
月
21
日

群
馬
県

看
護
職
者

ー

47
N
PO
法
人
日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会
第
30
回
学
術
大
会
 査
読
委
員
・
座
長

NP
O
法
人
日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
会

平
成
30
年
11
月
23
日

富
山
県

看
護
職
・
リ
ハ
職

な
ど

ー

48
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
…

編
集
委
員
会
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

49
日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会
　
評
議
員

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
50
准
教
授
服
部
　
美
香
日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
理
事

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
51

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

約
30
0名

52
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

「
看
護
職
者
の
教
育
役
割
遂
行
に
向
け
た
知

の
集
積
」　
企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日

前
橋

看
護
職
者

約
30
0名

53
講
師

福
島
　
昌
子
第
2
回
日
本
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会
…

学
術
集
会
　
実
行
委
員

日
本
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会

平
成
30
年
9
月
15
～
16
日
東
京

医
療
関
係
職
者
・

一
般
市
民

約
50
0名

54
講
師

垣
上
　
正
裕
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日

群
馬

看
護
職
者

27
3名

55
講
師

高
橋
　
裕
子
日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
第
24
回
学
術
集
会

　
企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日（
水
）
群
馬

看
護
職
者

約
30
0名

56
日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

千
葉
大
学

看
護
職
者

ー

57
群
馬
思
春
期
研
究
会
　
理
事

群
馬
思
春
期
研
究
会

平
成
30
年
度

群
馬

看
護
職
者
・
医
師

養
護
教
諭

ー

58
講
師

富
永
　
明
子
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日

前
橋
市

看
護
職
者

27
3名

59
講
師

金
谷
　
悦
子
日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
60

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

61
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
8
月
22
日

前
橋
テ
ル
サ

看
護
職
者

25
4名

62
講
師

河
内
　
直
美
群
馬
県
看
護
学
会
　
学
会
委
員
長

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
度

前
橋

看
護
職
者

86
0名

63
日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
28
回
学
術
集
会

企
画
委
員
（
会
計
係
）

日
本
看
護
教
育
学
学
会

平
成
30
年
度

前
橋

看
護
職
者

27
3名

64
講
師

林
　
は
る
み
日
本
助
産
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
助
産
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
65

日
本
生
殖
看
護
学
会
編
集
委
員

日
本
生
殖
看
護
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

66
講
師

戸
谷
　
幸
佳
日
本
老
年
看
護
学
会
誌
「
老
年
看
護
学
」…

査
読
委
員

日
本
老
年
看
護
学
会

20
18
年
7
月
15
日
～

20
20
年
度
社
員
総
会

ー
ー

ー
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

青
木
　
武
生
日
本
解
剖
学
会
第
10
6
回
関
東
支
部
学
術

集
会
発
表

日
本
解
剖
学
会

平
成
30
年
10
月
20
日

東
京

医
学
系
教
員

50
名

2
日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
第
31
回
学
術
大
会

発
表

日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会

平
成
30
年
10
月
12
…

～
13
日

京
都

放
射
線
関
係
医
師
、

放
射
線
技
師

70
0名

3
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
関
東
・
東
京
支
部

合
同
研
究
発
表
大
会
20
18
発
表

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
12
月
14
…

～
15
日

埼
玉

放
射
線
技
師

20
00
名

4
教
授

小
倉
　
明
夫
日
本
放
射
線
技
術
学
会
理
事
会

公
益
社
団
法
人
　
日
本
放
射
線
技
術
学
会
平
成
30
年
度

京
都

学
会
役
員

約
40
名

5
日
本
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
協
会
理
事
会

一
般
社
団
法
人
　
日
本
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
協
会
平
成
30
年
度

東
京

JR
C
役
員

約
15
名

6
M
R
専
門
技
術
者
認
定
機
構
　
理
事
会

NP
O
法
人
　
M
R
専
門
技
術
者
認
定
機
構
平
成
30
年
度

東
京

機
構
役
員

12
名

7
日
本
放
射
線
技
術
学
会
理
事
会

日
本
放
射
線
技
術
学
会
…

　
運
営
企
画
会
議

平
成
30
年
度

京
都

学
会
業
務
執
行
理

事
9名

8
日
本
放
射
線
技
術
学
会
理
事
会

編
集
委
員
会

平
成
30
年
度

東
京

医
療
関
係
者

40
名

9
日
本
放
射
線
技
術
学
会
・
日
本
診
療
放
射
線

技
師
会

日
本
放
射
線
技
術
学
会
・
日
本
診
療
放
射

線
技
師
会
首
脳
懇
談
会

平
成
30
年
度

東
京
・
京
都

両
団
体
執
行
部

10
名

10
教
授

小
倉
　
敏
裕
医
用
画
像
情
報
学
会
（
M
II）
平
成
30
年
度

年
次
（
第
18
1
回
）
大
会
準
備
運
営

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
6
月
2
日

群
馬

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師

約
10
0名

11
医
用
画
像
情
報
学
会
（
M
II）
平
成
30
年
度

年
次
（
第
18
1
回
）
大
会
大
会
長

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
6
月
2
日

群
馬

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師

約
10
0名

12
医
用
画
像
情
報
学
会
（
M
II）
平
成
30
年
度

春
季
（
第
18
3
回
）
大
会
準
備
運
営

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
31
年
1
月
26
日

京
都

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師

約
10
0名

13
第
16
,1
7,
18
回
消
化
管
CT
技
術
研
究
会

企
画

消
化
管
CT
技
術
研
究
会

平
成
30
年
4
月
14
日

横
浜

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師

１0
名

14
第
16
回
消
化
管
CT
技
術
研
究
会
運
営

消
化
管
CT
技
術
研
究
会

平
成
30
年
6
月
23
日

名
古
屋

医
師
,大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

15
0名

15
第
16
回
消
化
管
CT
技
術
研
究
会
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
一
次
チ
ェ
ッ
ク
の
勘
所
～
所
見
は

コ
コ
を
診
る
～
」

消
化
管
CT
技
術
研
究
会

平
成
30
年
6
月
23
日

名
古
屋

医
師
,大
学
教
員
、

放
射
線
技
師

15
0名

16
RP
TE
-D
-1
8　
査
読

Ra
di
ol
og
ica
l P
hy
sic
s a
nd
 

Te
ch
no
lo
gy
誌

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

17
日
本
消
化
管
CT
技
術
学
会
立
ち
上
げ
準
備
日
本
消
化
管
CT
技
術
学
会

平
成
30
年
3
月
16
日

東
京

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師

１0
名

18
教
授

佐
々
木
　
浩
二
群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
19

日
本
医
学
物
理
学
会
　
代
議
員

日
本
医
学
物
理
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
20

日
本
医
学
物
理
学
会
　
Q
A/
Q
C
委
員
会
委
員
日
本
医
学
物
理
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
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Ⅱ‐１．学会活動
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

21
教
授

佐
々
木
　
浩
二
日
本
医
学
物
理
学
会
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

日
本
医
学
物
理
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
22

日
本
医
学
物
理
学
会
　
Cy
Po
s審
査
員

日
本
医
学
物
理
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

23
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会

委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

24
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
Cy
Po
s審
査
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

25
Jo
ur
na
l o
f R
ad
ia
tio
n 
Re
se
ar
ch
 

As
so
cia
te
 E
di
to
r

Th
e 
Ja
pa
n 
Ra
di
at
io
n 
Re
se
ar
ch
 

So
cie
ty
 a
nd
 J
ap
an
es
e 
So
cie
ty
 

fo
r R
ad
ia
tio
n 
O
nc
ol
og
y

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

26
Jo
ur
na
l o
f R
ad
ia
tio
n 
Re
se
ar
ch
…

査
読
者

Th
e 
Ja
pa
n 
Ra
di
at
io
n 
Re
se
ar
ch
 

So
cie
ty
 a
nd
 J
ap
an
es
e 
So
cie
ty
 

fo
r R
ad
ia
tio
n 
O
nc
ol
og
y

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

27
日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
28

教
授

下
瀬
川
　
正
幸
医
学
物
理
士
認
定
機
構
　
試
験
委
員
会
委
員
一
般
財
団
法
人
医
学
物
理
士
認
定
機
構
平
成
30
年
度

東
京

ー
ー

29
医
療
情
報
技
師
能
力
検
定
試
験
問
題
作
成
委
員
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
情
報
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

30
医
療
情
報
研
究
会
（
M
ISG
）　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
医
療
情
報
研
究
会
…

（
M
IS
G
：
M
ed
ica
l I
nf
or
m
at
ics
 

St
ud
y 
G
ro
up
）

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

31
教
授

原
　

孝
光
世
話
人

福
島
県
核
医
学
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

32
准
教
授
五
十
嵐
　
博
平
成
30
年
度
　
群
馬
県
が
ん
検
診
エ
ッ
ク
ス

線
線
撮
影
従
事
者
講
習
会
の
運
営

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技

師
会

平
成
30
年
9
月
11
日
、

10
月
9
日
、1
1
月
13
日
、

12
月
8
日

本
学
、
公
益
財
団
法
人
…

群
馬
県
健
康
づ
く
り

財
団

診
療
放
射
線
技
師

延
20
7名

33
診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

セ
ミ
ナ
ー
（
平
成
30
年
度
）
の
運
営

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技

師
会

20
18
年
4
月
22
日

本
学

診
療
放
射
線
技
師

21
名

34
業
務
拡
大
に
伴
う
統
一
講
習
会
の
運
営
お
よ
び

実
習
指
導

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
6
月
16
日
・

17
日
、
10
月
21
日
・
28

日
、
12
月
2
日
・
9
日
、

平
成
31
年
2
月
16
日

本
学
、
館
林
高
等
看
護

学
院

診
療
放
射
線
技
師

99
名

35
基
礎
技
術
講
習
（
X
線
CT
検
査
）
の
運
営
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
7
月
8
日

本
学

診
療
放
射
線
技
師

54
名

36
日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
　
理
事・

倫
理
委
員
長
・
編
集
委
員
・
RC
副
委
員
長
・

査
読
委
員
・
相
談
員

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

平
成
30
年
度

ー
診
療
放
射
線
技
師

ー

37
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
常
務
理
事
・

学
術
研
修
部
長
・
教
育
部
長

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
度

ー
診
療
放
射
線
技
師

ー

38
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
医
療
被
ば
く
安
全

管
理
委
員
・
教
育
委
員
・
査
読
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
度

ー
診
療
放
射
線
技
師

ー
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

39
准
教
授
五
十
嵐
　
博
日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
群
馬
県
支
部

幹
事

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
群
馬
県

支
部

平
成
30
年
度

ー
県
内
医
療
従
事
者

ー

40
大
山
人
間
科
学
研
究
会
　
理
事
長

大
山
人
間
科
学
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
心
理
学
研
究
者
等

ー

41
第
14
回
　
医
療
の
質
・
安
全
学
会
学
術
集
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
実
行
委
員

医
療
の
質
・
安
全
学
会

平
成
30
年
度

ー
医
療
関
係
者
等

ー

42
准
教
授
佐
藤
　
哲
大
電
子
情
報
通
信
学
会
和
文
論
文
誌
D
査
読

委
員

電
子
情
報
通
信
学
会

平
成
30
年
度

本
学

投
稿
論
文

ー

43
准
教
授
大
﨑
　
洋
充
日
本
核
医
学
会
PE
T
核
医
学
分
科
会
PE
T

撮
像
法
標
準
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
日
本
核
医
学
会

平
成
30
年
度

東
京

医
師
、
放
射
線
技
師

約
20
人

44
標
準
・
規
格
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

東
京

放
射
線
技
師
、
医
療

機
器
メ
ー
カ
ー

約
10
名

45
31
st 
An
nu
al 
Co
ng
re
ss 
of
 th
e 
Eu
ro
pe
an
 

As
so
cia
tio
n 
of
 N
uc
lea
r M
ed
ici
ne
, D
ü 

sse
ld
or
f ,
 G
er
m
an
y

欧
州
核
医
学
会

平
成
30
年
10
月
13
日

～
17
日

D
üs
se
ld
or
f

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
30
00
名

46
第
58
回
日
本
核
医
学
会
学
術
総
会

日
本
核
医
学
会

平
成
30
年
11
月
15
日

～
17
日

沖
縄

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
10
00
名

47
第
74
回
日
本
放
射
線
技
術
学
会
総
会
学
術

大
会

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
4
月
12
日
～

15
日

横
浜

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
50
00
名

48
PE
T
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
20
18

日
本
核
医
学
会
PE
T
核
医
学
分
科
会

平
成
30
年
8
月
24
日
～

26
日

山
口

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
50
0名

49
第
18
回
日
本
核
医
学
会
春
季
大
会

日
本
核
医
学
会

平
成
30
年
5
月
12
日
～

13
日

東
京

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
30
0名

50
第
23
2
回
東
京
支
部
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
益
社
団
法
人
　
日
本
放
射
線
技
術
学
会

東
京
支
部

平
成
30
年
7
月
13
日

東
京

医
師
、
放
射
線
技
師

医
師
、
医
学
物
理
士

な
ど

約
10
0名

51
准
教
授
林
　

則
夫
日
本
放
射
線
技
術
学
会
第
74
回
総
会
学
術

大
会
　
司
会
，
座
長

日
本
放
射
線
技
術
学
会

20
18
/0
4/
12
-1
5

横
浜

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

ー

52
第
46
回
日
本
放
射
線
技
術
学
会
秋
季
学
術

大
会
　
座
長
，
司
会

日
本
放
射
線
技
術
学
会

20
18
/1
0/
4-
6

仙
台

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

ー

53
医
用
画
像
情
報
学
会
平
成
30
年
度
年
次
大
会

（
第
18
1回
大
会
）　
座
長

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
6
月
2
日

前
橋

医
用
画
像
工
学
…

研
究
者

ー

54
「
M
R
検
査
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

Ar
tif
ac
tを
知
る

平
成
30
年
度
関
東
甲
信
越
診
療
放
射
線

技
師
学
術
大
会

令
和
1
年
6
月
30
日

新
潟

診
療
放
射
線
技
師

ー
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Ⅱ‐１．学会活動
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

55
准
教
授
林
　

則
夫
第
8
回
M
R
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
：
M
R
信
号
と

共
鳴
周
波
数

日
本
放
射
線
技
術
学
会
中
四
国
支
部

平
成
31
年
1
月
13
日

松
山

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

約
20
名

56
第
8
回
M
R
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
：
M
R
装
置
の

品
質
管
理
と
性
能
評
価

日
本
放
射
線
技
術
学
会
中
四
国
支
部

平
成
31
年
1
月
13
日

松
山

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

約
20
名

57
第
8
回
M
R
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
：
装
置
を
用
い
た

フ
ァ
ン
ト
ム
撮
像

日
本
放
射
線
技
術
学
会
中
四
国
支
部

平
成
31
年
1
月
13
日

松
山

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

約
20
名

58
第
8
回
M
R
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
：
PC
を
用
い
た

画
像
解
析

日
本
放
射
線
技
術
学
会
中
四
国
支
部

平
成
31
年
1
月
13
日

松
山

診
療
放
射
線
技
師
，

研
究
者

約
20
名

59
日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
編
集
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
60

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
撮
影
部
会
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

61
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
国
際
戦
略
委
員
会

委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

62
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会

審
査
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

63
日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
代
議
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
64

医
用
画
像
情
報
学
会
　
常
務
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
65

研
究
会
　
幹
事

群
馬
M
R
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
66

研
究
会
　
代
表
世
話
人

群
馬
G
yr
o 
U
se
rs 
M
ee
tin
g

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

67
Ad
va
nc
ed
 B
io
m
ed
ica
l E
ng
inn
er
ing
誌

査
読
者

Br
iti
sh
 jo
ur
na
l o
f r
ad
io
lo
gy

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

68
Ra
di
ol
og
ica
l P
hy
sic
s a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y誌

査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

69
M
ag
ne
tic
 R
es
on
an
ce
 in
 M
ed
ica
l 

Sc
ie
nc
e
誌
　
査
読
者

日
本
磁
気
共
鳴
医
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

70
Jo
ur
na
l o
f M
ed
ica
l I
m
ag
in
g 
an
d 

H
ea
lth
 In
fo
rm
at
ics
　
査
読
者

Jo
ur
na
l o
f M
ed
ica
l I
m
ag
in
g 
an
d 

H
ea
lth
 In
fo
rm
at
ics

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

71
日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
72

医
用
画
像
情
報
学
会
雑
誌
　
査
読
者

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
73

日
本
保
健
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
保
健
科
学
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
74
准
教
授
渡
部
　
晴
之
日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

75
Ra
di
ol
og
ica
l P
hy
sic
s a
nd
 T
ec
hn
ol
og
y 

(R
PT
)　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

76
医
用
画
像
情
報
学
会
　
常
務
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

77
准
教
授
渡
部
　
晴
之
医
用
画
像
情
報
学
会
　
平
成
30
年
度
年
次

(第
18
1
回
)運
営

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

群
馬

大
学
教
員
、
放
射
線

技
師
、
学
生

10
1名

78
医
用
画
像
情
報
学
会
　
平
成
30
年
度
秋
季

(第
18
2
回
)運
営

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

熊
本

大
学
教
員
、
放
射
線

技
師
、
学
生

67
名

79
医
用
画
像
情
報
学
会
　
平
成
30
年
度
春
季

(第
18
3
回
)運
営

医
用
画
像
情
報
学
会

平
成
30
年
度

京
都

大
学
教
員
、
放
射
線

技
師
、
学
生

93
名

80
助
教

米
持
　
圭
太
第
65
回
群
馬
県
核
医
学
研
究
会

群
馬
県
核
医
学
研
究
会

平
成
30
年
5
月
26
日

群
馬

医
師
、
大
学
教
員
、

診
療
放
射
線
技
師

約
30
名

81
第
27
回
臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル

分
科
会

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
…

分
科
会

平
成
30
年
6
月
13
日

群
馬

大
学
教
員
、
診
療

放
射
線
技
師

約
30
名

82
第
66
回
群
馬
県
核
医
学
研
究
会

群
馬
県
核
医
学
研
究
会

平
成
30
年
11
月
10
日

群
馬

医
師
、
大
学
教
員
、

診
療
放
射
線
技
師

約
30
名

83
第
26
回
臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル

分
科
会

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
…

分
科
会

平
成
31
年
2
月
6
日

群
馬

大
学
教
員
、
診
療

放
射
線
技
師

約
30
名

84
群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会
 第
27
回
学
術
部

研
究
発
表
会

群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会

平
成
31
年
3
月
9
日

群
馬

大
学
教
員
、
診
療

放
射
線
技
師

約
50
名

51



Ⅱ‐２. 一般住民・団体を対象とした講演・研修
一
般
住
民
・
団
体
を
対
象
と
し
た
講
演
・
研
修

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

行
田
　
智
子
妊
娠
期
か
ら
の
子
育
て
支
援

藤
岡
市
母
子
保
健
推
進
員
研
修
会

平
成
31
年
1
月
30
日

藤
岡
市

母
子
保
健
推
進
員

約
50
名

2
教
授

狩
野
　
太
郎
渋
川
市
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

研
修
講
師

渋
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
10
月
19
日
、

31
日

渋
川
市
子
持
社
会
体
育

館
会
議
室

住
民

約
30
名

3
元
気
に
“動
こ
う
・
歩
こ
う
”実
践
リ
ー
ダ
ー

研
修
・
認
知
症
や
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
身
体

活
動
と
そ
の
効
果

群
馬
県
健
康
福
祉
部
保
健
予
防
課

平
成
30
年
12
月
8
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
研
修
受
講
者

20
名

4
太
田
市
社
会
福
祉
大
会
講
演
会
・
フ
レ
イ
ル

の
予
防
と
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

太
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
31
年
1
月
30
日

太
田
市
民
会
館
ホ
ー
ル
住
民

約
10
00
名

5
前
橋
市
総
社
町
桜
が
丘
公
民
館
発
射
的
ゲ
ー
ム
、

缶
バ
ッ
ジ
作
り
、
ほ
か

前
橋
市
総
社
公
民
館

平
成
31
年
3
月
2
日

前
橋
市
総
社
町
桜
が
丘

集
会
所

児
童

約
25
名

6
フ
レ
イ
ル
予
防
と
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
前
橋
市
桂
萱
公
民
館

平
成
31
年
3
月
10
日

前
橋
市
桂
萱
公
民
館
地
域
住
民

約
10
0名

7
群
馬
県
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会

お
よ
び
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
・
SN
S
を

利
用
し
た
支
援
の
ル
ー
ル

群
馬
県
健
康
福
祉
部
保
健
予
防
課

平
成
31
年
3
月
13
日

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー

研
修
受
講
者

20
名

8
教
授

山
下
　
暢
子
床
ず
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
工
夫

樋
越
第
二
明
光
園

ー
樋
越
第
二
明
光
園

看
護
師・
准
看
護
師・

介
護
福
祉
士

約
50
名

9
床
ず
れ
を
予
防
す
る
た
め
の
工
夫

桐
生
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ー
桐
生
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

介
護
職
員

約
30
名

10
准
教
授
廣
瀬
　
規
代
美
子
ど
も
の
肥
満
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
て
甘
楽
富
岡
学
校
保
健
会

平
成
30
年
6
月
14
日

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

教
員
、
学
校
医
等

40
名

11
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
対
応
策

群
馬
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

平
成
30
年
8
月
1
日

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

住
民

55
名

12
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
対
応
策

薮
塚
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
8
月
9
日

太
田
市
　
新
星
公
民
館
住
民

11
名

13
教
師
・
保
護
者
に
知
っ
て
ほ
し
い
－
小
児
期

か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
向
け
て
－

群
馬
県
立
盲
学
校

平
成
30
年
8
月
29
日

群
馬
県
県
立
盲
学
校
教
員
、
保
護
者
等

23
名

14
准
教
授
森

川
　

功
結
婚
講
話
（
婚
姻
と
生
殖
）

カ
ト
リ
ッ
ク
碑
文
谷
教
会

平
成
30
年
4
月
21
日
～

平
成
31
年
3
月
16
日

カ
ト
リ
ッ
ク
碑
文
谷

教
会

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に

て
挙
式
予
定
の
者

18
0名
…

（
延
人
数
）

15
生
命
倫
理
の
基
本
原
則
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド・

コ
ン
セ
ン
ト

東
京
都
板
橋
区
役
所
長
寿
社
会
推
進
課
平
成
30
年
10
月
4
日
～

平
成
30
年
10
月
11
日

板
橋
グ
リー
ン
カレ
ッジ

60
歳
以
上
の
板

橋
区
民

約
40
0名
…

（
延
人
数
）

16
准
教
授
清
水
　
裕
子
群
馬
県
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
「
よ
り

良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
」

群
馬
県
健
康
福
祉
部
保
健
予
防
課

平
成
31
年
3
月
1
日

群
馬
県
昭
和
庁
舎

一
般
市
民

20
名

17
准
教
授
…

助
教
…

助
手

清
水
　
裕
子
…

高
橋
　
美
穂
子
…

大
澤
　
康
子
血
管
年
齢
、
血
圧
、
肌
水
分
量
の
測
定

前
橋
市
桂
萱
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会

平
成
30
年
12
月
5
日

前
橋
市
桂
萱
公
民
館
桂
萱
地
区
住
民

80
名

52



 
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

18

教
授
…

講
師
…

講
師
…

講
師
…

助
教

齋
藤
　

基
…

鈴
木
　
美
雪
…

塩
ノ
谷
　
朱
美
…

坪
井
　
り
え
…

佐
々
木
　
馨
子

学
生
と
学
ぶ
健
康
教
室
…

華
麗
に
加
齢
講
座
パ
ー
ト
５

目
指
そ
う
素
敵
な
視
生
活

前
橋
市
上
沖
町
自
治
会

平
成
30
年
9
月
22
日

前
橋
市
上
沖
町
公
民
館
住
民

24
名

19
講
師

垣
上
　
正
裕
ス
ト
レ
ス
と
の
つ
き
あ
い
方
を
学
ぼ
う

大
泉
町
生
涯
学
習
課

平
成
31
年
3
月
19
日

大
泉
町
公
民
館
南
別
館
住
民

40
名

講
師

高
橋
　
裕
子
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

（
前
期
コ
ー
ス
）

群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

平
成
30
年
6
月
30
日
…

7
月
１
・
7・
8
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
大
学
生

約
40
名

思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー

（
後
期
コ
ー
ス
）

群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

平
成
31
年
2
月
9・
10
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
大
学
生

約
30
名

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

小
倉
　
敏
裕
体
験
講
義
「
最
新
の
画
像
処
理
技
術
と
バ
ー

チ
ャ
ル
エ
ン
ド
ス
コ
ピ
ー
」

栃
木
県
立
栃
木
翔
南
高
等
学
校
（
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
）

平
成
30
年
5
月
22
日

本
学

高
校
生

40
名

2
「
国
際
医
療
に
お
い
て
「
こ
と
ば
の
か
べ
を
」

な
く
す
」

第
1
回
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
29
年
5
月
30
日

本
学

学
生
、
教
員
、
県
民

約
10
0名

3
テ
ー
マ
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
海
外
短
期
研
修
報
告

会
」「
海
外
で
働
く
と
い
う
選
択
肢
」

第
2
回
国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
29
年
10
月
24
日

本
学

学
生
、
教
員
、
県
民

約
10
0名

4
教
授

瀬
川
篤
記
模
擬
講
義
「
高
校
生
物
と
医
療
系
大
学
の
医

学
講
義
は
ど
こ
が
違
い
何
が
同
じ
か
？
」

群
馬
県
立
藤
岡
中
央
高
等
学
校

平
成
30
年
10
月
11
日

本
学

高
校
生

45
名

5
教
授

原
　

孝
光
み
じ
か
な
放
射
線

群
馬
県
立
富
岡
高
校

平
成
30
年
11
月
22
日

群
馬
県
立
藤
岡
中
央
高
校
高
校
生

31
名

6
前
橋
市
桂
萱
地
区
骨
密
度
測
定
会

桂
萱
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局

（
桂
萱
公
民
館
内
）

平
成
30
年
12
月
9
日

前
橋
市
桂
萱
公
民
館
桂
萱
地
区
住
民

約
10
0名

7
准
教
授
五
十
嵐
　
博
う
っ
か
り
ミ
ス
は
な
ぜ
起
き
る
　
医
療
安
全

の
お
話
で
す

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

　
北
毛
地
区
勉
強
会

平
成
30
年
6
月
21
日

沼
田
脳
神
経
外
科
循

環
器
科
病
院

診
療
放
射
線
技
師

35
名

8
傾
聴
訓
練
指
導

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

平
成
30
年
6
月
24
日

埼
玉
会
館

診
療
放
射
線
技
師

15
名

9
傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
平
成
30
年
7
月
22
日

日本
診
療
放
射
線
技
師
会

講
義
室

診
療
放
射
線
技
師

30
名

10
医
療
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
防
止
策

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

　
北
毛
地
区
勉
強
会

平
成
30
年
10
月
18
日

原
町
赤
十
字
病
院

診
療
放
射
線
技
師

31
名

11
傾
聴
訓
練
指
導

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

平
成
30
年
11
月
18
日

パ
ナソ
ニッ
ク
健
康
保
険

組
合
松
下
記
念
病
院

診
療
放
射
線
技
師

15
名

12
傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
平
成
31
年
2
月
11
日

日本
診
療
放
射
線
技
師
会

講
義
室

診
療
放
射
線
技
師

30
名
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Ⅱ‐３. 保健医療専門職を対象とした講演・研修
保
健
医
療
専
門
職
を
対
象
と
し
た
講
演
・
研
修

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

巴
山
　
玉
蓮
看
護
管
理
者
に
求
め
ら
れ
る
政
策
的
視
点

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
31
年
2
月
22
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
管
理
者

約
10
0名

2
平
成
30
年
度
認
定
看
護
管
理
者
制
度
セ
カ

ン
ド
レ
ベ
ル
教
育
課
程（
看
護
組
織
管
理
論
）

講
師

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
7
月
24
日
、

8
月
3
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル

受
講
生

30
名

3
平
成
30
年
度
認
定
看
護
管
理
者
制
度
セ
カ

ン
ド
レ
ベ
ル
教
育
課
程
（
統
合
演
習
）
講
師
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
24
日
、

11
月
22
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル

受
講
生

30
名

4
教
授

齋
藤
　

基
群
馬
県
新
任
保
健
師
研
修
会
…

講
義
　「
対
人
援
助
に
お
け
る
記
録
に
つ
い
て
」
群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
務
課

平
成
30
年
10
月
2
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

平
成
30
年
度
県

及
び
市
町
村
の
新

規
採
用
保
健
師

36
名

5
教
授

松
田
　
安
弘
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価
と
開
発

京
都
府
看
護
協
会

平
成
30
年
12
月
9
日

京
都
府
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

教
員

30
名

6
実
習
指
導
者
講
習
会
「
教
育
課
程
論
」

秋
田
県
看
護
協
会

平
成
30
年
7
月
31
日

秋
田
県
立
衛
生
看
護

学
院

実
習
指
導
者

約
30
名

7
看
護
学
実
習
に
お
け
る
教
員
と
実
習
指
導
者

の
連
携

上
越
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
8
月
17
日

上
越
看
護
専
門
学
校
教
員
・
実
習
指
導
者

約
50
名

8
学
生
の
主
体
的
学
習
の
促
進
を
意
図
し
た
…

教
授
活
動

新
潟
看
護
医
療
専
門
学
校

平
成
31
年
3
月
21
日

新
潟
看
護
医
療
専
門

学
校

教
員
・
実
習
指
導
者

約
30
名

9
FD
研
修
会
「
実
習
中
の
形
成
的
評
価
に
基

づ
く
教
授
活
動
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
運
営
」
高
崎
健
康
福
祉
大
学

平
成
30
年
8
月
7
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
教
員
・
実
習
指
導
者

約
30
名

10
各
看
護
単
位
の
教
育
担
当
者
の
役
割

前
橋
赤
十
字
病
院

平
成
31
年
2
月
22
日

前
橋
赤
十
字
病
院

看
護
師

15
名

11
研
究
計
画
の
立
案

前
橋
赤
十
字
病
院

平
成
31
年
3
月
31
日

前
橋
赤
十
字
病
院

看
護
師

約
50
名

12
看
護
研
究
指
導

太
田
記
念
病
院

平
成
30
年
５
月
～
…

平
成
31
年
1
月

太
田
記
念
病
院

看
護
師

約
30
名

13
看
護
研
究
指
導

京
都
九
条
病
院

平
成
30
年
4
月
～
…

平
成
31
年
３
月

京
都
九
条
病
院

看
護
師

約
30
名

14
看
護
研
究
指
導

東
京
逓
信
病
院

平
成
30
年
５
月
～
…

平
成
31
年
３
月

東
京
逓
信
病
院

看
護
師

約
50
名

15
看
護
研
究
指
導

群
馬
中
央
病
院

平
成
30
年
５
月
～
12
月

群
馬
中
央
病
院

看
護
師

約
50
名

16
教
授

行
田
　
智
子
平
成
30
年
度
認
定
看
護
管
理
者
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
ベ
ル
教
育
課
程
特
別
講
義
「
小
論
文
・

レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
6
月
5
日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

約
10
0名

17
「
小
論
文
・
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
」

済
生
会
前
橋
病
院

平
成
30
年
9
月
10
日

済
生
会
前
橋
病
院

看
護
職
主
任
以
上

約
40
名
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

18
教
授

行
田
　
智
子
養
育
支
援
訪
問
員
の
養
成
講
座
…

家
族
の
強
み
と
課
題
の
評
価
～
支
援
計
画
の

立
て
方
～

H
EA
LT
H
Y　
FA
M
ILY
　
は
ま
ま
つ

平
成
30
年
11
月
10
日

浜
松
市
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー

看
護
職
、
保
育
士
等

13
名

19
教
授
講
師
講
師
助
教

行
田
　
智
子

橋
爪
　
由
紀
子

林
　
は
る
み

生
方
　
尚
絵

妊
娠
期
親
と
な
る
過
程
を
促
進
す
る
支
援
者

養
成
に
関
す
る
研
修
会

行
田
　
智
子

平
成
30
年
4
月
17
日
、

平
成
30
年
9
月
3日
～
5日
、…

平
成
30
年
10
月
31
日
、

平
成
31
年
3
月
26
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
職
、
子
育
て

支
援
者
等

合
計

約
15
0名

20
教
授
講
師
講
師
助
教

狩
野
　
太
郎

樋
口
　
友
紀

福
島
　
昌
子

清
塚
　

遊

第
23
回
日
本
老
年
看
護
学
会
学
術
集
会
自

主
企
画
・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
教
材
に
つ
い
て

日
本
老
年
看
護
学
会

平
成
30
年
6
月
24
日

久
留
米
市
…

テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ

看
護
師

約
60
名

21
教
授

狩
野
　
太
郎
平
成
30
年
ぐ
ん
ま
認
定
介
護
福
祉
士
養
成

研
修
　
講
師
「
研
究
方
法
」「
研
究
活
動
に

つ
い
て
」

群
馬
県
保
健
福
祉
部
介
護
高
齢
課

平
成
30
年
7
月
4
日
、

9
月
26
日

群
馬
県
社
会
福
祉
事

業
団
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
明
風
園
　
…

　
研
修
室

介
護
福
祉
士

80
名

22
が
ん
化
学
療
法
学
術
講
演
会
「
抗
が
ん
剤
治

療
に
お
け
る
曝
露
対
策
に
つ
い
て
」

群
馬
県
病
院
薬
剤
師
会
,協
和
発
酵
…

キ
リ
ン

平
成
30
年
8
月
23
日

ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

太
田

看
護
師
・
薬
剤
師

約
40
名

23
教
授
助
教
助
手

狩
野
　
太
郎

佐
藤
　
正
樹

大
澤
　
康
子

平
成
30
年
度
認
定
看
護
管
理
者
制
度
…

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
教
育
課
程
　

（
看
護
情
報
論
）

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
29
日
、

30
日
、
9
月
6
日
、
7
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
師

60
名

24
教
授
教
授

准
教
授

講
師

狩
野
　
太
郎

齋
藤
　

基
大
澤
　
真
奈
美

坪
井
　
り
え

第
7
回
日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
自
由
集
会
・

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

教
材
の
紹
介

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

平
成
31
年
1
月
27
日

宇
部
市
渡
辺
翁
記
念

会
館
・
宇
部
市
文
化

会
館

看
護
師
・
保
健
師

約
20
名

25
教
授

山
下
　
暢
子
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
看
護
学
科
公
開

研
修
会
「
看
護
学
実
習
の
評
価
」

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
看
護
学
科
平
成
31
年
3
月
14
日

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

大
学
看
護
学
科

看
護
学
教
員
実
習

指
導
者

約
50
名

26
群
馬
県
看
護
教
員
継
続
研
修
「
授
業
展
開
（
演
習

に
関
す
る
こ
と
）」

群
馬
県

平
成
31
年
3
月
16
日

群
馬
県
庁

県
内
の
看
護
学
教
員

約
37
名

27
群
馬
県
実
習
指
導
者
講
習
会
「
看
護
論
」

群
馬
県

平
成
30
年
5
月
17
日
～

6
月
14
日

群
馬
県
看
護
協
会

県
内
の
実
習
指
導
者

約
50
名

28
IM
S
実
習
指
導
者
講
習
会
「
看
護
論
」

IM
S
グ
ル
ー
プ

平
成
30
年
11
月
24
日

～
12
月
8
日

イ
ム
ス
横
浜
国
際
看
護

専
門
学
校

実
習
指
導
者

約
50
名

29
前
橋
赤
十
字
病
院
「
臨
床
指
導
者
研
修
会
」

看
護
学
実
習
に
関
す
る
基
礎
知
識

前
橋
赤
十
字
病
院

平
成
30
年
5
月
22
日

前
橋
赤
十
字
病
院

臨
床
指
導
者

約
50
名

30
群
馬
大
学
一
丸
で
育
て
る
地
域
完
結
型
看
護

リ
ー
ダ
ー
「
実
習
指
導
の
評
価
」

群
馬
大
学

平
成
30
年
9
月
8
日

群
馬
大
学

看
護
職
者

約
60
名

31
教
授

宮
崎
　
有
紀
子
看
護
協
会
研
修
・
看
護
研
究
デ
ー
タ
の
分
析

～
量
的
デ
ー
タ
分
析
編
～

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
9
日

群
馬
県
看
護
協
会

群
馬
県
看
護
協
会

会
員

12
3名
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

32
教
授

高
井
　
ゆ
か
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
高
齢
者
の
痛
み
の

評
価
と
治
療
方
針
の
決
定
」

第
23
回
日
本
緩
和
医
療
学
会
学
術
集
会
平
成
30
年
6
月
16
日

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
学
会
参
加
者

ー

33
准
教
授
廣
瀬
　
規
代
美
倫
理
的
問
題
に
お
け
る
考
え
方

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
教
育
委
員
会

平
成
30
年
1
月
26
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

6名

34
准
教
授
大
澤
　
真
奈
美
群
馬
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
実
習
指
導
者

講
習
会
　
講
義
「
保
健
師
教
育
課
程
」

群
馬
県

平
成
30
年
5
月
28
日

群
馬
県
看
護
協
会

実
習
指
導
者

70
名

35
認
定
看
護
管
理
者
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
教
育

課
程
…

講
義
「
看
護
専
門
職
論
-看
護
の
社
会
的
責

務
と
法
的
根
拠
」

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
10
月
10
日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

60
名

36
群
馬
県
新
任
保
健
師
研
修
会
　

講
義
「
地
域
診
断
の
実
際
」

群
馬
県
医
務
課

平
成
30
年
10
月
2
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

県
内
新
任
保
健
師

36
名

37

准
教
授

准
教
授

講
師
講
師
講
師
助
教

大
澤
　
真
奈
美

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

坪
井
　
り
え

塩
ノ
谷
　
朱
美

佐
々
木
　
馨
子

群
馬
県
新
任
保
健
師
研
修
会
　
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
「
地
域
診
断
の
実
際
　
演
習
ま
と
め
」
群
馬
県
医
務
課

平
成
31
年
3
月
15
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

県
内
新
任
保
健
師

36
名

38
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
平
成
30
年
度
　
認
定
看
護
管
理
者
制
度
セ

カ
ン
ド
レ
ベ
ル
教
育
課
程
…

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
管
理
論
」　
講
師

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
9
月
14
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職

約
30
名

39
平
成
30
年
度
群
馬
県
神
経
難
病
患
者
療
養
支

援
実
務
者
研
修
会
　
事
例
検
討
会
　
助
言
者

群
馬
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
12
月
3
日
…

平
成
31
年
2
月
27
日

群
馬
県
庁

保
健
所
保
健
師

延
べ

約
40
名

40
平
成
30
年
度
訪
問
看
護
研
修〔
指
導
者
編
〕

「
指
導
方
法
と
評
価
」　
講
師

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
11
月
27
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

訪
問
看
護
師

約
15
名

41
准
教
授

講
師
助
教

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
　
馨
子

平
成
30
年
度
　
第
1
回
難
病
・
小
児
慢
性

特
定
疾
病
養
支
援
実
務
者
研
修
会
　「
在
宅

人
工
呼
吸
器
装
着
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」

講
師
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

前
橋
市
保
健
所

平
成
30
年
5
月
28
日

前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
・
医
療
・
福
祉

関
係
者

約
30
名

42
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
平
成
30
年
度
群
馬
県
多
職
種
連
携
研
修
会

講
師

群
馬
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課

平
成
31
年
2
月
21
日

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
師
、
介
護

職
等

約
15
名

43
准
教
授
森

川
　

功
看
護
の
中
の
倫
理

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
21
日
～

平
成
30
年
9
月
6
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
師

約
24
0名

（
延
人
数
）

44
生
命
倫
理
の
基
本
原
則
と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト

埼
玉
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
27
日

埼
玉
県
看
護
協
会
研
修

セ
ン
タ
ー

看
護
師

約
15
0名

45
准
教
授
清
水
　
裕
子
実
習
指
導
者
講
習
会
「
看
護
教
育
課
程
：
教
育

課
程
概
論
」

群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
療
介
護
局
医
務
課
平
成
30
年
5
月
16
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職

90
名

46
看
護
研
究
指
導
・
看
護
研
究
発
表
会
講
評

国
立
病
院
機
構
　
高
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
平
成
30
年
5
月
21
日
～
平
成

31
年
3
月
4
日
　
計
6
日
間

高
崎
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー

当
該
施
設
看
護
職
員

30
名
・

80
名

56



 
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

47
准
教
授
清
水
　
裕
子
認
定
看
護
管
理
者
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
…

「
看
護
情
報
の
倫
理
的
側
面
と
対
応
」

公
益
社
団
法
人
　
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
2
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職

60
名

48
新
人
看
護
職
員
合
同
研
修「
緩
和
ケ
ア
案
後
」
高
崎
安
中
新
人
看
護
職
員
連
携
会

平
成
30
年
7
月
19
日

真
木
病
院

看
護
職

20
名

49
群
馬
県
看
護
協
会
教
育
研
修
「
が
ん
患
者
に
寄

り
添
う
意
思
決
定
支
援
」
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

公
益
社
団
法
人
　
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
11
月
7
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職

12
0名

50
新
人
看
護
職
員
研
修
事
業
教
育
担
当
者
研
修

「
教
育
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

公
益
社
団
法
人
　
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
11
月
12
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職

80
名

51
多
職
種
連
携
の
た
め
の
臨
床
検
査
技
師
能
力

開
発
講
習
会
「
看
護
職
か
ら
観
た
患
者
心
理

と
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

一
般
社
団
法
人
　
臨
床
検
査
技
師
会

平
成
31
年
3
月
16
日

高
崎
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー

検
査
技
師

25
名

52
准
教
授
上
山
　
真
美
排
尿
ケ
ア
に
関
す
る
研
修

群
馬
ス
キ
ン
ケ
ア
症
例
検
討
会
/群
馬

コ
ン
チ
ネ
ン
ス
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

平
成
31
年
2
月
9
日

黒
沢
病
院

看
護
職
・
介
護
職

約
40
名

53
排
尿
ケ
ア
に
関
す
る
研
修

利
根
沼
田
医
療
福
祉
勉
強
会

平
成
31
年
3
月
19
日

沼
田
病
院

看
護
職
・
介
護
職

リ
ハ
職
・
医
師
…

な
ど

約
60
名

54
准
教
授
服
部
　
美
香
群
馬
県
実
習
指
導
者
講
習
会
「
実
習
指
導
の

原
理
」

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
5
月
16
日
～

6
月
21
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
職
者

約
70
名

55
看
護
学
生
実
習
指
導
者
講
習
会
「
実
習
指
導
案

作
成
演
習
」

埼
玉
県
看
護
協
会

平
成
30
年
7
月
24
日
～

8
月
8
日

埼
玉
高
齢
者
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー

看
護
職
者

約
14
0名

56
講
師

塩
ノ
谷
　
朱
美
群
馬
県
新
任
保
健
師
研
修
会
…

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
助
言
　「
課
題
を
共
有
し
て

目
標
を
考
え
よ
う
」

群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
務
課

平
成
30
年
10
月
2
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

平
成
30
年
度
県

及
び
市
町
村
の
新

規
採
用
保
健
師

36
名

57
講
師
講
師

塩
ノ
谷
　
朱
美

坪
井
　
り
え
実
践
力
ア
ッ
プ
事
例
検
討
会

群
馬
県
藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
31
年
1
月
18
日

藤
岡
保
健
福
祉
事
務
所
藤
岡
保
健
福
祉
事

務
所
管
内
の
保
健
師

12
名

58
講
師

鈴
木
　
美
雪
吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
関
係
職
員

研
修
会

吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
31
年
1
月
31
日

吾
妻
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
師
等

15
名

59
講
師

垣
上
　
正
裕
看
護
研
究
個
別
支
援

看
護
研
究
個
別
支
援
群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
度

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

２
名

60
講
師

木
村
　
美
香
看
護
研
究
個
別
支
援

看
護
研
究
個
別
支
援
群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
6
月
～
…

平
成
31
年
3
月

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

2名

61
看
護
研
究
継
続
支
援

看
護
研
究
個
別
支
援
群
馬
県
立
県
民
健

康
科
学
大
学
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
4
月

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

3名

62
講
師

富
永
　
明
子
新
人
看
護
師
研
修
　
看
護
過
程
①
②
③

関
越
中
央
病
院
看
護
部

平
成
30
年
5
月
23
日
、

平
成
30
年
9
月
26
日
、

平
成
31
年
2
月
6
日

関
越
中
央
病
院

看
護
師

15
名

63
講
師

金
谷
　
悦
子
看
護
研
究
個
別
支
援

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
6
月
～

平
成
31
年
3
月

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

4名

57



Ⅱ‐３. 保健医療専門職を対象とした講演・研修
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

64
講
師

金
谷
　
悦
子
看
護
研
究
個
別
支
援

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
6
月
～

平
成
31
年
3
月

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
師

3名

65
講
師

戸
谷
　
幸
佳
平
成
30
年
度
高
齢
者
権
利
擁
護
等
推
進
事
業

実
務
看
護
職
員
研
修

公
益
社
団
法
人
福
島
県
看
護
協
会

平
成
30
年
7
月
3
日

福
島
県
看
護
会
館
…

み
ら
い

介
護
施
設
で
勤
務

す
る
看
護
職
員

ー

66
院
内
看
護
部
の
看
護
研
究
計
画
書
の
指
導

医
療
法
人
社
団
健
進
館
新
津
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院

平
成
30
年
7
月
7
日

医
療
法
人
社
団
健
進

館
新
津
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院

看
護
職
員

介
護
職
員

ー

67
平
成
30
年
度
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修

公
益
社
団
法
人
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
8
月
29
日
、

30
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

看
護
師

ー

68
チ
ー
ム
ケ
ア
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座

群
馬
県
社
会
福
祉
事
業
団
研
修
指
導
…

セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
7
月
26
日

平
成
31
年
1
月
10
日

群
馬
県
社
会
福
祉
事

業
団
研
修
指
導
セ
ン

タ
ー

看
護
職
員

介
護
職
員

ー

69
ケ
ア
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
－
認
知
症
ケ
ア
、
エ

ン
ド
オ
ブ
ラ
イ
フ
ケ
ア
及
び
職
員
の
評
価
－

群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

平
成
30
年
11
月
14
日

群
馬
県
市
町
村
会
館

5
階
50
1
研
修
室

看
護
職
員

介
護
職
員

ー

70
平
成
30
年
度
看
護
実
務
者
研
修
事
業
高
齢

者
権
利
擁
護
研
修

公
益
社
団
法
人
群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
11
月
6
日

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

介
護
施
設
で
勤
務

す
る
看
護
職
員

ー

71
看
護
研
究
計
画
書
に
よ
る
研
究
発
表
会
そ
の

後
の
講
評

医
療
法
人
社
団
健
進
館
新
津
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院

平
成
31
年
2
月
9
日

医
療
法
人
社
団
健
進

館
新
津
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院

看
護
職
員

介
護
職
員

ー

72
講
師
講
師
講
師
講
師

佐
藤
　
正
樹

大
澤
　
康
子

高
橋
　
美
穂
子

戸
谷
　
幸
佳
医
療
基
礎
コ
ー
ス
「
看
護
学
（
実
習
）」
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
平
成
31
年
1
月
17
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

診
療
放
射
線
技
師

ー

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

上
原
　
真
澄
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
4
月
22
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

診
療
放
射
線
技
師

約
20
名

2
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
統
一
講
習
会

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
30
年
6
月
17
日

館
林
高
等
看
護
学
院
診
療
放
射
線
技
師

約
20
名

3
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
統
一
講
習
会

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

平
成
31
年
2
月
17
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

診
療
放
射
線
技
師

約
20
名

4
教
授

小
倉
　
明
夫
学
術
研
究
の
始
め
方
と
論
文
作
成
の
基
礎

第
11
回
中
部
放
射
線
医
療
技
術
学
術

大
会

平
成
30
年
11
月
11
日

富
山

診
療
放
射
線
技
師
、

医
療
関
係
者

30
0名

58



 
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

5
教
授

佐
々
木
　
浩
二
放
射
線
治
療
　
医
学
物
理
講
義
　
講
師

磐
田
市
立
総
合
病
院

平
成
30
年
7
月
8
日

磐
田
市
立
総
合
病
院
医
学
物
理
士
、
診

療
放
射
線
技
師
、

14
名

6
教
授

下
瀬
川
　
正
幸
日
本
放
射
線
技
術
学
会
第
74
回
総
会
学
術

大
会
実
行
委
員
会
企
画
「
社
会
人
受
け
入
れ

大
学
院
紹
介
」

公
益
社
団
法
人
日
本
放
射
線
技
術
学
会
平
成
30
年
4
月
15
日

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

診
療
放
射
線
技
師
等

約
10
0名

7
准
教
授
大
﨑
　
洋
充
日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構
試
験
実
施

委
員
会

日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構

平
成
30
年
度

京
都

放
射
線
技
師

約
10
0名

8
第
10
回
核
医
学
専
門
技
師
養
成
講
座

日
本
核
医
学
専
門
技
師
認
定
機
構

平
成
30
年
2
月
12
日
～

13
日

東
京

放
射
線
技
師

約
50
名

9
第
6
回
京
滋
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス

日
本
メ
ジ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

平
成
30
年
10
月
19
日

メ
ル
パ
ル
ク
京
都

医
師
・
放
射
線
技
師

約
50
名

10
第
67
回
三
重
県
核
医
学
談
話
会

日
本
メ
ジ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

平
成
30
年
11
月
10
日

三
重
大
学
医
学
部
附
属

病
院

医
師
・
放
射
線
技
師

約
50
名

11
第
17
回
津
軽
核
医
学
技
術
懇
話
会

日
本
メ
ジ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

平
成
30
年
11
月
23
日

ラ
プ
ラ
ス
青
い
森

医
師
・
放
射
線
技
師

約
50
名
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Ⅱ‐4. 行政組織での活動等
行
政
組
織
で
の
活
動
等

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

行
田
　
智
子
「
妊
娠
期
か
ら
親
と
な
る
過
程
を
促
進
す
る
」

支
援
ワ
ー
キ
ン
グ

群
馬
県
こ
ど
も
未
来
部
児
童
福
祉
課

平
成
31
年
１
月
～
３
月

ー
ー

ー

2
教
授
講
師
講
師
助
教

行
田
　
智
子

橋
爪
　
由
紀
子

林
　
は
る
み

生
方
　
尚
絵

「
子
育
て
マ
マ
の
こ
こ
ろ
の
相
談
」…

個
別
相
談

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
30
年
４
月
～
…

平
成
31
年
３
月

利
根
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所

住
民

ー

3
教
授

横
山
　
京
子
県
立
病
院
総
合
研
究
選
考
・
評
価
委
員

群
馬
県
病
院
局

平
成
30
年
4
月
～
…

平
成
31
年
3
月

群
馬
県
庁
会
議
室

県
立
病
院
職
員

ー

4
群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
学
系
研
究
等
に
係
る

倫
理
委
員
会
委
員

群
馬
県
健
康
福
祉
課

平
成
30
年
9
月
～
…

平
成
31
年
3
月

群
馬
県
庁
会
議
室

群
馬
県
職
員

ー

5
教
授

狩
野
　
太
郎
群
馬
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
連
絡
協
議

会
市
民
講
座
企
画
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

群
馬
県
／
群
馬
県
診
療
連
携
拠
点
病
院

連
絡
協
議
会

平
成
30
年
4
月
～
7
月

群
馬
会
館
、
群
馬
大
学

医
学
部
附
属
病
院

患
者
・
一
般
市
民

30
0名

6
元
気
に
“動
こ
う
・
歩
こ
う
”実
践
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
検
討
委
員
会
委
員
・
原
稿
執
筆

群
馬
県
健
康
福
祉
部
保
健
予
防
課

平
成
31
年
1
月
29
日

群
馬
県
庁

ー
ー

7
群
馬
県
・
地
域
が
ん
登
録
全
国
協
議
会
に
よ

る
情
報
W
eb
サ
イ
ト
開
発
ワ
ー
キ
ン
グ
メ

ン
バ
ー

群
馬
県
・
地
域
が
ん
登
録
全
国
協
議
会
平
成
30
年
4
月
～
10
月

群
馬
県
衛
生
環
境
研

究
所

ー
ー

8
教
授

高
井
　
ゆ
か
り
群
馬
県
高
齢
介
護
施
策
推
進
協
議
会
委
員

群
馬
県
高
齢
介
護
課

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

9
准
教
授
大
澤
　
真
奈
美
群
馬
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
連
絡
協

議
会
　
委
員

群
馬
県
健
康
福
祉
部
障
害
政
策
課

平
成
30
年
度

群
馬
県
庁

一
般
市
民

ー

10
群
馬
県
開
発
審
査
会
　
委
員

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
課

平
成
30
年
度

群
馬
県
庁

一
般
市
民

ー
11

前
橋
市
自
立
支
援
給
付
認
定
審
査
会
　
委
員
前
橋
市
障
害
福
祉
課

平
成
30
年
度

前
橋
市
保
健
所

一
般
市
民

約
90
名

12
前
橋
市
食
育
推
進
会
議
　
副
委
員
長

前
橋
市
健
康
増
進
課

平
成
30
年
度

前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
一
般
市
民

ー
13

前
橋
市
環
境
審
議
会
　
委
員

前
橋
市
環
境
政
策
課

平
成
30
年
度

前
橋
市
役
所

一
般
市
民

ー
14
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
前
橋
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員

前
橋
市

平
成
30
年
度
　
概
ね
2
回
/月

前
橋
市
職
員
研
修
会
館
認
定
審
査
の
申
請
者

ー

15
前
橋
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
設
置
法
人

選
定
委
員
会
副
委
員
長

前
橋
市
平
成
30
年
度
7
月
26
日

平
成
30
年
度
7
月
26
日

前
橋
市
役
所

ー
ー

16
講
師

益
子
　
直
紀
平
成
30
年
度
群
馬
県
若
い
世
代
食
育
推
進

協
議
会

群
馬
県
健
康
福
祉
部
　
保
健
予
防
課

平
成
30
年
12
月
7
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

ー
ー

ー

17
講
師

垣
上
　
正
裕
労
働
環
境
問
題
研
修
会

群
馬
県
産
業
環
境
保
全
連
絡
協
議
会

平
成
31
年
2
月
27
日

群
馬
県
勤
労
福
祉
セ

ン
タ
ー

一
般
労
働
者

10
0名

18
講
師

林
　
は
る
み
新
潟
市
少
子
化
対
策
事
業
…

「
助
産
師
に
よ
る
妊
活
な
ん
で
も
相
談
」…

委
員
長
お
よ
び
相
談
員

新
潟
市
男
女
共
同
参
画
推
進
課
お
よ
び

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
助
産
師
会
　
連

携
事
業

平
成
30
年
9
月
～

新
潟
市
万
代
市
民
会

館
内

新
潟
市
民

延
べ
6名
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

19
講
師

林
　
は
る
み
「
子
育
て
マ
マ
の
心
の
相
談
」
相
談
担
当

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

平
成
30
年
9
月
18
日

利
根
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所

利
根
沼
田
市
民

1名

20
助
教

生
方
　
尚
絵
ぐ
ん
ま
DV
対
策
推
進
計
画
（
第
4
次
）
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

群
馬
県
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
人
権
男

女
・
多
文
化
共
生
課

平
成
30
年
5
月
～
11
月

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

ー
ー

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

小
倉
　
明
夫
ミ
ャ
ン
マ
ー
医
療
機
器
人
材
育
成
研
究
会

日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
協
会

平
成
30
年
4
月
～
１
２
月
JIC
A
研
究
所

委
員

20
名

2
教
授

佐
々
木
　
浩
二
放
射
線
・
陽
子
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
外
部

委
員

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

3
放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
　
委
員

磐
田
市
立
総
合
病
院
（
静
岡
県
）

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
4

教
授

下
瀬
川
　
正
幸
診
療
放
射
線
技
師
試
験
委
員

厚
生
労
働
省

平
成
30
年
度

厚
生
労
働
省

ー
ー

5
第
71
回
診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
副
委

員
長

厚
生
労
働
省

平
成
30
年
度

厚
生
労
働
省

ー
ー

6
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
第
14
回
医
学
物

理
コ
ー
ス
講
師

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研

究
開
発
機
構
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
平
成
30
年
7
月
10
日

放
射
線
医
学
総
合
研

究
所

医
学
物
理
士

30
名

7
教
授

瀬
川
　
篤
記
診
療
（
病
理
診
断
）
の
支
援

桐
生
厚
生
総
合
病
院

平
成
30
年
4
月
～
…

平
成
31
年
3
月

桐
生
厚
生
総
合
病
院

ー
ー

8
教
授

原
　

孝
光
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子
ビ
ー

ム
科
学
研
究
部
門
 高
崎
量
子
応
用
研
究
所

　
協
力
研
究
員

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子

ビ
ー
ム
科
学
研
究
部
門
 高
崎
量
子
応

用
研
究
所

平
成
30
年
度

量
子
科
学
技
術
研
究

開
発
機
構
　
量
子
ビ

ー
ム
科
学
研
究
部
門
 

高
崎
量
子
応

ー
ー

9
准
教
授
杉
野
　
雅
人
環
境
放
射
線
の
測
定
・
評
価
に
関
す
る
研
究

協
力

国
立
研
究
開
発
法
人
 量
子
科
学
技
術

研
究
機
構
　
福
島
再
生
支
援
研
究
部

平
成
28
年
5
月
～
現
在

量
子
科
学
技
術
研
究

機
構

ー
ー
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Ⅱ‐5. 任意団体での活動等
任
意
団
体
で
の
活
動
等

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

行
田
　
智
子
看
護
・
助
産
教
育
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

倫
理
委
員

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

2
教
授

横
山
　
京
子
文
部
科
学
省
　
問
題
解
決
型
高
度
医
療
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
群
馬
一
丸
で
育
て
る
地

域
完
結
型
看
護
リ
ー
ダ
ー
】
事
業
…

在
宅
看
護
・
医
療
推
進
検
討
委
員
会

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

群
馬
大
学
保
健
学
科

新
棟
2
階
　
大
学
院

講
義
室

ー
ー

3
群
馬
県
看
護
協
会
倫
理
委
員
会

群
馬
県
看
護
協
会

平
成
30
年
4
月
～

平
成
30
年
3
月

群
馬
県
看
護
協
会

ー
ー

4
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
の
構
成
団
体
負
担

金
及
び
出
資
金
の
分
賦
割
合
に
関
す
る
第
三

者
委
員
会
委
員

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

平
成
30
年
6
月
～

平
成
30
年
11
月

公
立
館
林
厚
生
病
院

ー
ー

5
群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
看
護
学
講

座
教
授
候
補
者
専
攻
委
員
会
委
員

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

平
成
30
年
11
月
～

平
成
31
年
3
月

群
馬
大
学
保
健
学
科

ー
ー

6
教
授

狩
野
　
太
郎
群
馬
県
が
ん
患
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
20
18
　

企
画
・
登
壇

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

平
成
30
年
2
月
3
日

群
馬
県
健
康
づ
く
り

財
団

患
者
・
一
般
市
民

60
名

7
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
20
18

ぐ
ん
ま
副
実
行
委
員
長

日
本
対
が
ん
協
会
、
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ

イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
ぐ
ん
ま
実
行
委
員
会

平
成
30
年
4
月
-1
2
月

開
催
日
：
10
月
6
日
、
7
日

AL
SO
K
ぐ
ん
ま
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

患
者
・
一
般
市
民

ほ
か

延
べ
82
00
名

8
群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
　
運
営

委
員

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

平
成
30
年
度

群
馬
県
健
康
づ
く
り

財
団

患
者

ー

9
ホ
リ
デ
ー
イ
ン
ま
え
ば
し
実
行
委
員
・
当
日

ブ
ー
ス
出
展

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
ま
え
ば
し
実
行
委
員
会
平
成
30
年
4
月
-1
2
月

開
催
日
：
8
月
19
日

前
橋
元
気
21
、

前
橋
敷
島
公
園

幼
児
・
児
童

50
00
名

10
教
授

石
川
　
良
樹
群
馬
大
学
未
来
先
端
機
構
准
教
授
選
考
委
員
会

委
員

群
馬
大
学

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

11
准
教
授
廣
瀬
　
規
代
美
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
・
教
育
委
員
会

委
員
長

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

平
成
30
年
度

群
馬
大
学
他

会
員

ー

12
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
20
18

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
リ
レ
ー
フ
ォ
ー

ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
、
が
ん
相
談

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

13
准
教
授
大
澤
　
真
奈
美
群
馬
県
精
神
科
訪
問
看
護
交
流
会

県
内
精
神
科
訪
問
看
護
師

平
成
30
年
5
月
11
日
・

11
月
9
日

大
島
病
院
等

精
神
科
訪
問
看
護

師
等

15
名
程
度

14
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
日
本
AL
S
協
会
群
馬
県
支
部
　
医
療
顧
問

日
本
AL
S
協
会
群
馬
県
支
部

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

15
准
教
授

講
師
助
教

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
　
馨
子

最
近
の
褥
瘡
事
情
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る
～
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
し

て
～
企
画
・
運
営

主
催
：
高
崎
健
康
福
祉
大
看
護
実
践
セ

ン
タ
ー

共
催
：
文
部
科
学
研
究
費
補
助
金
　

＜
基
板
研
究
（
Ｃ
）
＞
課
題
番
号

15
K1
17
95

平
成
31
年
2
月
2
日

高
崎
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

看
護
職

13
0名
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職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

16
准
教
授
清
水
　
裕
子
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
兼
教
育
委
員
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
ー

10
0名

17
第
14
回
群
馬
が
ん
看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
座
長
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

平
成
30
年
5
月
26
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
職
、
一
般
市
民

10
0名

18
准
教
授
大
川
　
美
千
代
第
4
回
ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会

ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会
世
話
人
平
成
30
年
6
月
9
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
看
護
職

24
名

19
第
6
回
ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会

ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会
世
話
人
平
成
31
年
2
月
16
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

看
護
職

17
名

20
准
教
授
上
山
　
真
美
排
尿
自
立
に
向
け
た
ケ
ア
に
関
す
る
研
修

群
馬
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
30
年
11
月
29
日

済
生
会
前
橋
病
院

看
護
職

約
50
名

21
群
馬
県
看
護
協
会

学
会
委
員

平
成
30
年
度

群
馬
県
看
護
教
育
セ

ン
タ
ー

ー
ー

22
講
師
講
師
助
教

鈴
木
　
美
雪

福
島
　
昌
子

佐
々
木
　
馨
子

平
成
30
年
度
日
本
AL
S
協
会
群
馬
県
支
部

患
者
総
会
運
営
補
助
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣

日
本
AL
S
協
会
群
馬
県
支
部

平
成
30
年
5
月
26
日

群
馬
県
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

AL
S療
養
者
・
家
族

約
80
名

23
講
師

中
野
　
あ
ず
さ
第
24
回
桃
の
木
祭
　
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ

ク
・
ケ
ア
体
験
会

認
定
N
PO
法
人
日
本
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
協
会

平
成
30
年
11
月
10
日

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学
　
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

地
域
住
民
、
大
学

関
係
者
他

約
40
名

24
赤
堀
公
民
館
な
で
し
こ
セ
ミ
ナ
ー
　
第
8
回

タ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ッ
チ
講
座
　
ア
シ
ス
タ
ン
ト

赤
堀
公
民
館
、
一
般
社
団
法
人
タ
ッ
ピ

ン
グ
タ
ッ
チ
協
会

平
成
31
年
1
月
23
日

赤
堀
公
民
館

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

約
30
名

25
M
サ
ポ
ふ
れ
あ
い
祭
り
　
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
体
験

M
サ
ポ
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委
員
会
、

認
定
N
PO
法
人
日
本
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ッ
ク
・
ケ
ア
協
会

平
成
31
年
2
月
23
日

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

　
3F

来
場
者

約
40
名

26
講
師

益
子
　
直
紀
第
34
回
　
桂
萱
地
区
の
び
ゆ
く
子
ど
も
の

つ
ど
い
・
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
　
参
加
協
力

前
橋
市
の
び
ゆ
く
こ
ど
も
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会

平
成
30
年
5
月
13
日

桂
萱
公
民
館

桂
萱
地
区
住
民
ほ
か

多
数

群
馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
参
加
協
力

群
馬
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
12
月
15
日

群
馬
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー

患
児
と
そ
の
家
族

多
数

講
師

橋
本
　
晴
美
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
地
域
貢
献
委
員

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

平
成
30
年
度

ー
患
者
・
医
療
者

ー

講
師

林
　
は
る
み
「
妊
娠
、
子
育
て
、
不
妊
、
夫
婦
関
係
な
ど

助
産
師
に
よ
る
な
ん
で
も
相
談
」…

相
談
員

公
益
社
団
法
人
新
潟
県
助
産
師
会

平
成
30
年
4
月
～
9
月
ま
で
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
内

新
潟
市
民

延
べ
10
名

講
師

鈴
木
　
恵
理
ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会
　
事
務
局

ぐ
ん
ま
看
護
ケ
ア
を
考
え
る
会

平
成
29
・
30
年
度

ー
ー

ー

助
教

准
教
授

講
師
講
師

佐
々
木
　
馨
子

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

福
島
　
昌
子

「
神
経
・
筋
難
病
療
養
者
へ
の
呼
吸
ケ
ア

　
肺
を
柔
ら
か
く
保
つ
に
は
？
肺
容
量
リ
ク

ル
ー
ト
メ
ン
ト
（
LV
R：
Lu
ng
 V
ol
um
e 

Re
cr
ui
tm
en
t）
に
よ
る
肺
と
胸
郭
の
拡
張

性
、
咳
の
最
大
流
速
を
保
つ
在
宅
療
養
チ
ー

ム
ケ
ア
の
推
進
」
企
画
・
運
営

難
病
看
護
を
考
え
る
会
：
群
馬
県
立
県

民
健
康
科
大
学
看
護
学
部
教
員

平
成
31
年
3
月
30
日

県
立
県
民
健
康
科
学

大
学

看
護
師
、保
健
師
、

理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
等

45
名
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Ⅱ‐5. 任意団体での活動等
【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

佐
々
木
　
浩
二
放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
　
外
部
委
員
慈
泉
会
　
相
澤
病
院

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

2
教
授

瀬
川
　
篤
記
診
療
（
病
理
診
断
）
の
支
援

医
療
法
人
社
団
　
美
心
会
　
黒
沢
病
院
平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

黒
沢
病
院
（
高
崎
）

ー
ー

3
教
授

原
　

孝
光
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
及
び
放
射
線
治
療
品
質

管
理

一
般
財
団
法
人
慈
山
会
　
医
学
研
究
所

付
属
　
坪
井
病
院

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

4
准
教
授
五
十
嵐
　
博
群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

5
准
教
授
杉
野
　
雅
人
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
第
46
回
群

馬
県
教
育
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
定
期

演
奏
会

群
馬
県
教
育
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟
平
成
30
年
9
月
24
日

群
馬
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

ー
約
70
名

6
准
教
授
林
　

則
夫
桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え
桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

平
成
30
年
5
月
26
日

桃
の
木
川

ー
ー

7
桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
草
刈

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

平
成
30
年
8
月
27
日

桃
の
木
川

ー
ー

8
桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え
桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

平
成
30
年
12
月
5
日

桃
の
木
川

ー
ー
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Ⅱ‐6. 他教育機関非常勤講師
他
教
育
機
関
非
常
勤
講
師

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

松
田
　
安
弘
看
護
教
育
学

天
使
大
学

平
成
30
年
4
月
12
日
、

13
日

天
使
大
学

大
学
4
年
次
生

７
名

2
看
護
教
育
学

名
寄
市
立
大
学

平
成
30
年
10
月
24
日
、

25
日

名
寄
市
立
大
学

大
学
4
年
次
生

10
名

3
教
授

行
田
　
智
子
妊
娠
期
の
助
産
診
断
技
術
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
大
学
院

平
成
30
年
4
月
1
日
～

9
月
22
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学

大
学
院

助
産
専
攻
院
生

3名

4
教
授

狩
野
　
太
郎
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
教
育
課
程
　
医
療

情
報
論
講
師

高
崎
健
康
福
祉
大
学
　
看
護
実
践
開
発

セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
6
月
6
日
、
8
日
高
崎
健
康
福
祉
大
学
受
講
生

30
名

5
本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
（
研

究
の
基
礎
　
文
献
検
索
入
門
、
研
究
方
法
論

(1
)調
査
・
実
験
研
究
）

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
12
月
3
日

本
庄
児
玉
看
護
専
門

学
校

看
護
学
生

40
名

6
教
授

山
下
　
暢
子
看
護
教
育
学

新
潟
県
立
看
護
大
学

平
成
30
年
12
月
8
日
～

25
日

新
潟
県
立
看
護
大
学
大
学
院
生

12
名

7
教
授

石
川
　
良
樹
人
体
の
構
造
と
機
能
Ⅰ
（
生
化
学・
栄
養
学
）
渋
川
看
護
専
門
学
校

20
18
年
4
月
16
～
5
月

21
日

渋
川
看
護
専
門
学
校
専
門
学
校
生

40
名

8
薬
理
学

群
馬
大
学
医
学
部

20
18
年
9
月
4
日

群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ

ン
パ
ス

医
学
生

約
11
0名

9
細
胞
生
物
学

群
馬
大
学
医
学
部

20
18
年
12
月
14
日

群
馬
大
学
昭
和
キ
ャ

ン
パ
ス

医
学
生

約
11
0名

10
教
授

宮
崎
　
有
紀
子
保
健
医
療
統
計
学
特
論

群
馬
パ
ー
ス
大
学
大
学
院
保
健
科
学
研

究
科

平
成
30
年
4
月
1
日
～
9

月
30
日

群
馬
パ
ー
ス
大
学

大
学
院
生

7名

11
疫
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
看

護
学
科

平
成
30
年
9
月
24
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学
看
護
学
生

約
10
0名

12
地
域
母
子
保
健
学

高
崎
医
師
会
看
護
専
門
学
校
　
助
産
学
科
平
成
30
年
4
月
13
日

高
崎
医
師
会
看
護
専

門
学
校

助
産
学
科
学
生

約
20
名

13
公
衆
衛
生
学

群
馬
大
学
教
育
学
部

平
成
30
年
10
月
1
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

群
馬
大
学

教
育
学
部
学
生

23
名

14
看
護
学
特
別
セ
ミ
ナ
ー

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

平
成
30
年
6
月
16
日

群
馬
大
学

大
学
院
生

約
7名

15
教
授

高
井
　
ゆ
か
り
看
護
学
研
究
概
論

群
馬
大
学
大
学
院

平
成
30
年
7
月
25
日

群
馬
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
大

学
院
生

ー

16
准
教
授
廣
瀬
　
規
代
美
成
人
看
護
学
各
論
Ⅱ
「
喉
頭
が
ん
」

渋
川
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
5
月
7
日

渋
川
看
護
専
門
学
校
看
護
学
生

40
名

17
准
教
授
大
澤
　
真
奈
美
地
域
看
護
方
法
「
精
神
保
健
福
祉
対
策
と
保

健
師
活
動
」「
難
病
対
策
と
保
健
師
活
動
」

千
葉
大
学
看
護
学
部

平
成
30
年
6
月
21
日
・

11
月
27
日

千
葉
大
学
看
護
学
部
看
護
学
生

約
90
名

18
産
業
保
健

足
利
大
学
看
護
学
部

平
成
30
年
9
月
～
12
月

足
利
大
学
看
護
学
部
看
護
学
生

約
80
名
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Ⅱ‐6. 他教育機関非常勤講師
職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

19
准
教
授

講
師
講
師
講
師

大
澤
　
真
奈
美

鈴
木
　
美
雪

坪
井
　
り
え

塩
ノ
谷
　
朱
美
保
健
環
境
論

上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
9
月
～
12
月

上
尾
中
央
看
護
専
門

学
校

看
護
学
生

約
80
名

20
准
教
授
飯
田
　
苗
恵
成
人
看
護
学
各
論
Ⅱ
「
神
経
難
病
に
よ
り
セ

ル
フ
ケ
ア
の
再
獲
得
が
必
要
な
人
の
看
護
」
渋
川
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
5
月
14
日

渋
川
看
護
専
門
学
校
看
護
学
生

約
40
名

21
地
域
完
結
型
実
習
指
導
論

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

平
成
30
年
8
月
25
日

ー
　

大
学
院
生
科
目
履

修
生

約
60
名

22
准
教
授
森

川
　

功
生
命
倫
理

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

平
成
30
年
4
月
6
日
~

平
成
30
年
7
月
20
日

早
稲
田
大
学
理
工
学

術
院

学
生

13
1名

23
倫
理
と
看
護

さ
い
た
ま
市
立
高
等
看
護
学
院

平
成
30
年
10
月
19
日
～

平
成
31
年
2
月
8
日

さ
い
た
ま
市
立
高
等

看
護
学
院

看
護
学
生

67
名

24
准
教
授
鵜
生
川
恵
美
子
医
療
英
語

前
橋
東
看
護
学
校

平
成
30
年
4
月
12
日
～

10
月
2
日

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

約
30
名

25
基
盤
科
目
・
外
国
語

放
送
大
学
・
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

平
成
30
年
10
月
20
日

～
21
日

放
送
大
学
・
群
馬
学

習
セ
ン
タ
ー

一
般

約
30
名

26
英
米
文
学
・
英
語
文
学

育
英
短
期
大
学

平
成
30
年
9
月
21
日
～

平
成
31
年
2
月
1
日

育
英
短
期
大
学

大
学
生

約
15
名

27
世
界
の
言
語
と
文
化

育
英
短
期
大
学

平
成
30
年
9
月
21
日
～

平
成
31
年
2
月
1
日

育
英
短
期
大
学

大
学
生

約
20
名

28
准
教
授
服
部
　
美
香
看
護
研
究

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

平
成
30
年
4
月
4
日
～
6

月
1
日

深
谷
大
里
看
護
専
門

学
校

看
護
学
生

約
40
名

29
消
防
職
員
専
科
教
育
第
24
期
救
急
科「
観
察
」
群
馬
県
消
防
学
校

平
成
30
年
10
月
11
日

～
10
月
24
日

群
馬
県
消
防
学
校

消
防
士

69
名

30
講
師

垣
上
　
正
裕
発
達
と
老
化
の
理
解

群
馬
パ
ー
ス
大
学
福
祉
専
門
学
校

平
成
30
年
4
月
～
6
月

群
馬
パ
ー
ス
大
学
福
祉

専
門
学
校

専
門
学
校
学
生

30
名

31
講
師

林
　
は
る
み
大
学
生
の
た
め
の
役
に
立
つ
育
児
学

新
潟
大
学

平
成
30
年
7
月
21
日

新
潟
大
学

7
学
部
の
学
生

16
0名

32
助
産
学
概
論

新
潟
青
陵
大
学

平
成
30
年
10
月
29
日

新
潟
青
陵
大
学

助
産
学
専
攻
学
部
生

20
名

33
男
女
共
同
参
画
推
進

群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校

平
成
31
年
1
月
9
日

群
馬
工
業
高
等
専
門

学
校

学
生
と
教
職
員

30
名

34
講
師

戸
谷
　
幸
佳
老
年
看
護
学
特
論
Ⅳ

新
潟
県
立
看
護
大
学

平
成
30
年
8
月
17
日

新
潟
県
立
看
護
大
学
大
学
院
生

ー
35

老
年
看
護
学
特
別
演
習
Ⅱ

新
潟
県
立
看
護
大
学

平
成
30
年
8
月
17
日

新
潟
県
立
看
護
大
学
大
学
院
生

ー

36
認
知
症
看
護
援
助
方
法
論
Ⅱ
（
生
活
・
療
養

環
境
づ
く
り
）

高
崎
健
康
福
祉
大
学
看
護
実
践
開
発
セ

ン
タ
ー

平
成
30
年
8
月
27
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学

看
護
実
践
開
発
セ
ン

タ
ー

認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
教
育
課
程

受
講
者

ー
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　
名

活
動
・
テ
ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　
催

実
施
日
時
(期
間
)

実
施
場
所

対
象
者

参
加
人
数

1
教
授

青
木
　
武
生
組
織
学
講
義
・
実
習
（
呼
吸
器
）

群
馬
大
学
医
学
部

平
成
30
年
7
月
27
日

群
馬
大
学
医
学
部

医
学
部
学
生

10
0名

2
細
胞
生
物
学

群
馬
大
学
医
学
部

平
成
30
年
11
月
9
日
,16
日
群
馬
大
学
医
学
部

医
学
部
学
生

10
0名

3
解
剖
生
理
学

群
馬
県
高
等
歯
科
衛
生
士
学
院

平
成
30
年
4
月
10
日
～

9
月
11
日

群
馬
県
高
等
歯
科
衛

生
士
学
院

学
院
学
生

50
名

4
解
剖
生
理
学

館
林
高
等
看
護
学
院

平
成
30
年
4
月
20
日
～

6
月
8
日

館
林
高
等
看
護
学
院
学
院
学
生

40
名

5
病
理
学
総
論

館
林
高
等
看
護
学
院

平
成
30
年
10
月
1
日
～

11
月
19
日

館
林
高
等
看
護
学
院
学
院
学
生

40
名

6
教
授

小
倉
　
敏
裕
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
看
護
学
、
老
年
看
護
学
特
論
Ⅱ
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

平
成
29
年
4
月
1
日
～

平
成
30
年
3
月
31
日

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ

ン
パ
ス

大
学
院
生

約
20
名

7
教
授

下
瀬
川
　
正
幸
・
放
射
線
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
特
論

・
放
射
線
画
像
解
析
学
特
論
Ⅱ

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

平
成
30
年
度

ー
ー

ー

8
教
授

瀬
川
　
篤
記
臨
床
実
習

群
馬
大
学

平
成
30
年
6
月
～

平
成
30
年
10
月

群
馬
大
学
医
学
部
附

属
病
院

医
学
科
学
生
お
よ

び
初
期
研
修
医

延
べ

約
20
名

9
病
理
学

前
橋
東
看
護
看
護
学
校

平
成
30
年
8
月
～

平
成
30
年
10
月

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

約
40
名

10
病
理
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学

平
成
30
年
10
月
～

平
成
30
年
11
月

高
崎
健
康
福
祉
大
学
学
生
（
看
護
・
理

学
療
法
）

約
17
0名

11
教
授

原
　

孝
光
福
島
県
立
医
科
大
学
　
特
任
教
授

福
島
県
立
医
科
大
学

平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

福
島
県
立
医
科
大
学

ー
ー

12
群
馬
大
学
腫
瘍
放
射
線
学
講
座
協
力
研
究
員
群
馬
大
学

平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

群
馬
大
学

ー
ー

13
放
射
線
管
理
計
測
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

ー
ー

ー

14
准
教
授
五
十
嵐
　
博
医
療
人
間
工
学

館
林
高
等
看
護
学
院

平
成
30
年
4
月
16
日
～

6
月
4
日

館
林
高
等
看
護
学
院
看
護
学
生

40
名

15
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
1

日
本
医
学
柔
整
鍼
灸
専
門
学
校

平
成
30
年
4
月
19
日
～

8
月
23
日

日
本
医
学
柔
整
鍼
灸

専
門
学
校

柔
道
整
復
学
科
学
生

30
名

16
客
員
教
員

佐
藤
　
哲
大
修
士
論
文
研
究
指
導

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

平
成
30
年
4
月
1
日
～

平
成
31
年
3
月
31
日

奈
良
先
端
科
学
技
術

大
学
院
大
学

情
報
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課

1名

17
准
教
授
大
﨑
　
洋
充
核
医
学
検
査
技
術
学
（
PE
T
分
野
）

東
京
電
子
専
門
学
校

平
成
30
年
4
月
15
日
～

平
成
31
年
9
月
30
日

東
京
電
子
専
門
学
校
診
療
放
射
線
学
科
生

約
70
名

18
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
検
査
技
術

東
京
医
科
歯
科
大
学

平
成
30
年
9
月
19
日

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
生
・
研
究
生

約
10
名

19
准
教
授
林
　

則
夫
金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
域
医
学
系
協
力
研
究
員

金
沢
大
学

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
20

放
射
線
画
像
技
術
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

平
成
30
年
度

ー
ー

ー
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Ⅱ‐7. 報道記事
報
道
記
事

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
名

報
道
機
関

全
国
版
・
地
方
版
（
番
組
名
）

掲
載
日
時

テ
ー
マ

1
教
授

狩
野
　
太
郎
上
毛
新
聞

ー
平
成
31
年
1
月
31
日

太
田
市
社
会
福
祉
大
会
で
の
講
演
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た

2
教
授

狩
野
　
太
郎
上
毛
新
聞

ー
平
成
31
年
2
月
4
日

群
馬
県
が
ん
患
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
20
19
に
つ
い
て
、
垣
添
忠
生
日
本
対
が
ん
協
会

長
と
本
学
狩
野
教
授
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

3
准
教
授
清
水
　
裕
子
上
毛
新
聞

地
方
版

平
成
30
年
5
月
6
日

主
張
オ
ピ
ニ
オ
ン
10
00
「
広
が
る
看
護
師
の
役
割
」

4
講
師

戸
谷
　
幸
佳
上
毛
新
聞

ー
平
成
30
年
12
月
23
日

骨
折
・
転
倒
防
ご
う
、
元
気
に
暮
ら
す
こ
つ
紹
介

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
名

報
道
機
関

全
国
版
・
地
方
版
（
番
組
名
）

掲
載
日
時

テ
ー
マ

1
准
教
授

五
十
嵐
　
博

光
ネ
ッ
ト
第
一
放
送
地
方
版
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
平
成
30
年
12
月
25
日
～

平
成
30
年
12
月
27
日
…

13
:0
0
～
15
:0
0、
20
:0
0
～

22
:0
0

平
成
30
年
度
桐
生
市
高
齢
者
大
学
…

第
14
回
講
演
「
う
っ
か
り
ミ
ス
は
な
ぜ
起
き
る
」
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Ⅲ　関連規程



群馬県立県民健康科学大学地域連携センター設置運営規程

　（設置）

第�１条　この規程は、群馬県公立大学法人組織規程第４条の規定に基づき、群馬県立県民健康科学大学地域連携センター（以

下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第�２条　センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果等を、県民をはじめ、広く教育機関、医

療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民の保健、医療及び福祉の向上に寄与することを目的とする。

　（事業）

第�３条　センターは、前条の目的を達成するため、次のことに係る事業を実施するものとする。

　(1) 看護学教員養成課程に関すること

　(2) 県内病院等との連携に関すること

　(3) 研究支援に関すること

　(4) 教育 ･研修に関すること

　(5) 放射線測定等に関すること

　(6) 教育普及に関すること

　(7) その他前条の目的を達成するために必要なこと

　（組織）

第�４条　センターには、センター長及び副センター長を置く。

２�　前条に定める事業を推進し、目的を達成するため、地域連携センター運営会議（以下「センター運営会議」という。）を設

置する。

３�　センター運営会議に、前条の事業を実施するため、地域連携センター運営委員会（以下「センター運営委員会」という。）

を置く。

４�　センター運営会議及びセンター運営委員会は、センター長が主宰する。

５�　副センター長は、センター長を補佐する。

　（協議及び報告）

第�５条　センター長は、センター事業の運営方針や進捗状況等について、大学運営会議に協議及び報告するものとする。

　（事務）

第６条　センター運営会議及び運営委員会の事務は、事務局教務係で処理する。

　（委任）

第�７条　この規程に定めるもののほか、センターの設置運営に関し必要な事項については、学長が別に定めるものとする。

　　　附　則

　この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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群馬県立県民健康科学大学地域連携センター運営会議
及び地域連携センター運営委員会設置運営細則

　（趣旨）

第�１条　この細則は、群馬県立県民健康科学大学地域連携センター設置運営規程第７条の規定に基づき、地域連携センター運

営会議（以下「センター運営会議」という。）及び地域連携センター運営委員会（以下「センター運営委員会」という。）の

組織及び運営等について必要な事項を定めるものとする。

　（センター運営会議の組織）

第�２条　センター運営会議は、次の構成員によって組織する。

　(1) 地域連携センター長（以下「センター長」という。）及び副センター長

　(2) 学部長

　(3) センター事業の担当者から互選により選ばれた責任者

　(4) 事務局長

　(5) 学外有識者

　(6) 県職員の内からセンター長が必要と認める者

　(7) その他センター長が必要と認める者

　（センター運営会議委員の任期）

第�３条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（センター運営会議の運営）

第�４条　センター運営会議は、センター長が招集し、その議長となる。

２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。

３　センター運営会議は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

４　センター運営会議の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定する。

　（センター運営会議の審議事項）

第�５条　センター運営会議は、次の事項について審議する。

　(1) 地域連携センターの運営方針に関する事項

　(2) 地域連携センターの事業計画の策定及び評価に関する事項

　(3) 地域連携センターに係る規程の制定又は改廃に関する事項

　(4) その他センター長が必要と認める事項

　（センター運営委員会の組織）

第�６条　センター運営委員会は、次の構成員によって組織する。

　(1) センター長及び副センター長

　(2) 学部長
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　(3) センター事業の担当者から互選により選ばれた責任者

　(4) その他センター長が必要と認める者

　（センター運営委員会委員の任期）

第�７条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（センター運営委員会の運営）

第�８条　センター運営委員会は、センター長が招集し、その議長となる。

２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。

３　センター運営委員会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。

４　センター運営委員会の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定する。

　（センター運営委員会の審議事項）

第�９条　センター運営委員会は、次の事項について審議する。

　(1) 地域連携センターの運営及び事業の実施に関する事項

　(2) 地域連携センターの事業計画及び評価の検討に関する事項

　(3) 地域連携センターに係る規程の制定又は改廃の検討に関する事項

　(4) その他センター長が必要と認める事項

　（委員以外の者の出席）

第�１０条　センター運営会議及びセンター運営委員会の議長は、会議の運営上必要と認めるときは、委員以外の者に出席を求

めることができる。 

　　　附　則

　この規程は、平成３０年４月１日から施行する。
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